
別記第 1 号様式

代表者 経理費任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団

運動 鯵 遠藤 隆 電最
" 区 分 事 由 費 目 金 額 小計

交通費 旅費

l 調査研究費 '自動軍燃料費 資料作成費

続査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負第金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食溜費

振込料

会場費 交通費

I 自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費会派市議会だより発行 広報誌(紙) 事262， 574 報告書等印刷費 事414， 374

送料(折込料含む) 事151)800 ウェプページ掲載代

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

陳要請 ・
6 情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費
3 

復込料

印刷製本蓑 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 新聞(日刊紙) 雑誌等購読料蹄続料

有等料利用デー料タベ一月 振込料

9 人 件 費
賃金 社会保険料等

振込料

備品購入費 |事リ務}機ス構代‘
10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

電話料等(按分)
通信運搬・

郵便料等

11 自動車燃料費 声(動按車分燃)料費 その他

支出年月貝 2Q23年11月 15 日 現支金出出番納号簿 1 合計 事414， 374



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 1 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名
( 

研究費 北百了号証脚軒瓦先車両品1扇7福 1

4 広

5 要請・陳情活動費 18 E哩月一 広報誌(紙)

10 事務所費 ) 支出費目を記入

支出目的 ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ー一一 回一

「市議会だより J の印刷費用
(支出事由) 一一一一一一一一一 一一一 一一

、

会派発行市議会だより 4 万枚を印刷
--

'内 廿
w.. 

伊助一・同勾・匂申噂ー白色四時ゅー一“一ーーー・-固で~均ー問的町喝

九

支出年
l

月日 支 出 先 支出金、額

2023 年 11 月 15 日 有限会社 郡山共同印刷・ 262， 574 円

上記のとおり支出します。

遠藤議議員氏名
-, ---~三

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※棟内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



古
一
一

整等書収領

別記第11号様式

」由国

理

|領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

口
u

←一

1

ヘο凶
ば
珂
j
ιι 

『J
4一

円
刀
一

ο
一

'
/
一

年
一

、
4
一

ヲ
時
一

書求十
一
弔
問 !籾倍-.so悦福島県郡山市中町l5-~

翠郡i山共同印轍\
取締役社長
電話 (024) 932-6'9 

No. 

ー様日本英産党:野ム4 卒読 rn
下記のとおり御請求申し上げます

, ,1, 

口口口 名 数量 単価 金額何事号・税込) 摘 要

デ同議会だ手!l 之!ld「f一J ど包ρ0会 ぷ ,.-, 17i /':1 
d' 

" 

ァ!と
2 

新興-1(p入~ザ 11弓之デウ/.)0 子、ケー 除 ID 
3 

4 

5 、

6 

/ 
7 

三/
β口、 \/計 |出左付b

|税 T指 1/0%1 消額費税等 3782) -1 ふi込金額 1| 44仏ねぎ

r臥1

訓 ーノ

• 

ウー333ヲ

• 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



• 

¥e 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

272 m皿× 381 m皿×

2 対象外面積

① 28 四× 20mm= 

② 28 m皿× 20mm= 

③ mmX 皿m=

④ mmX mm= 

⑤ mmX mm= 

計

3 按分割合

2 面 207， 264

560 mJd 

560 mJd 

mJd 

mJd 

mJd 

1, 120 mJff 0 ・・立

五 1 ﾗ 100 対象外按分率 0.54 % 

4 対象経費算出

mJff 1 

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率 0.54 910 1 ， 426 円 Olll

( 1 円以下切り上げ)

支出額 264， 000 円 出=対象経費 262 ， 574 円



;み

9
月
議
会

報
告

• 
物価高騰から市民の暮らしを守る郡山市政に

IVY、《仰偽--32>1 Iﾇ 

之72

J 
4 

開
成
山
公
園
除
草
業
務
の
委
託
櫨
続
を

質
問

-
N
.
P
O法
人
郡
山
地
方
高
齢
者
福
祉
事
業
団
が
受
託
し
て
き

l
ι
v

た
開
成
山
公
園
の
除
草
作
業
を
、
今
年
か
ら
開
成
山
公
園
管
理
運
営

E
E
う
を
請
け
負
う
大
和
リ
i

ス
グ
ル
ー
プ
が
、
来
年
度
か
ら
委
託
し
な
い

.

.

 一
ど
告
知
し
て
き
た
。
郡
山
市
が
幻
億
円
も
の
予
算
を
支
出
す
る
事
業

高
立
の
基
準
改
定
で
、
生
圃
ず
ら
、
市
の
認
定
団
体
が
除
外
さ
れ
る
こ
ぶ
さ
れ
る
の
か
。

活
扶
助
費
は
ど
う
改
善
さ
れ
た
の
・
路
盤

h

m
盟
ト
ト
答
弁
:
地
域
雇
用
や
高
齢
者
雇
用
に
配
慮
す
る
よ
う
大
和
日
l

ス
グ

か
0
・

-
E

・
3

ル
l
プ
に
要
請
し
て
い
る
が
、
印
月
末
ま
で
提
出
さ
れ
る
事
業
計
画

答
弁
:
ω
歳
夫
婦
と
4

歳
の
子
の
-
-
-
一
・
人
員
阻
置
計
画
が
「
公
募
設
置
等
指
針
」
に
沿
っ
て
い
れ
ば
、
受

3
λ
世
帯
で
8
2
9
0

円
、
6

・

-
-
d

理
す
る
こ
と
に
な
る
。

3
%

の
増
、
白
山
歳
単
身
世
帯
は
3
0
3
0

円
、
4

・

6
%
増
、
ω

歳
と
小
学
生
の
2

人
世
帯
で
2
5
4
0

円
、
2

・
・
3
%
増
と
な

る
。
な
お
、
今
回
は
「
臨
時
的
・
特
例
的
な
措
置
」
と
し
て
一
人

月
額
1
0
0
0

円
の
上
乗
せ
が
あ
り
、
全
世
帯
月
平
均
マ
約
3

・

0
%

の
増
と
な
る
。

質
問
・
郡
山
市
が
要
望
し
て
い
た
級
地
指
定
は
、
な
ぜ
改
善
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
?

答
弁
:
級
地
区
分
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
1

年
の
厚
労
省
の
生
活

保
障
基
準
部
会
に
お
い
て
「
級
地
区
分
の
分
析
結
果
ま
と
め
」
を

と
り
ま
と
め
、
《
変
更
す
べ
き
積
極
的
な
根
拠
が
な
い
限
り
現
行

の
級
地
指
定
を
維
持
す
る
》
と
の
基
本
方
針
を
決
定
し
たy
今
年

の
3

月
開
催
の
社
会
・
援
護
局
関
係
主
幹
課
長
会
議
で
「
個
別
の

市
町
村
の
級
地
区
分
の
見
置
し
は
行
わ
な
い
」
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。*

郡
山
市
は
、
中
核
市
で
あ
り
な
が
ら
長
年3
級
地
の
ま
ま
放

置
さ
れ
て
お
り
、
福
島
市
と
同
様
の
2

級
地
に
指
定
す
る
よ
う

要
望
し
て
き
た
。
2

級
地
と
3
級
地
で
は
支
給
額
に
9
%

の
較

差
が
あ
る
。

学
校
司
書
の
給
与
改
善
を

質
問
:
学
校
司
書
の
給
与
体
系
を
専
門
職
扱
い
と
す
る
こ
と
。
ま

た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
を
最
低
限
却
時
間
勤
務
に
改
善

す
る
こ
と
。

答
弁
:
学
校
司
書
の
給
与
は
、
郡
山
市
図
書
館
に
勤
務
し
て
い
る

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
(
事
務
職
)
に
準
じ
て
定
め
て
い
る
。

今
後
も
、
学
校
司
書
の
役
割
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
安
定
的
か
っ

継
続
的
な
雇
用
が
で
き
る
さ
っ
、
勤
務
条
件
や
給
与
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。
.

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
l

ド
取
得
を
強
要
す
る
な

質
問
:
チ
ラ
シ
を
作
成
し
会
社
や
町
内
会
組
織
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
1

ド
の
取
得
を
推
進
オ
る
こ
と
は
取
得
強
要
と
も
と
ら
れ
る
a

中
止
す
べ
き
だ
。

答
弁
:
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
も
カ
i

ド
は
「
申
請
に
よ
る
交
付
」
と

規
定
さ
れ
て
お
り
、
取
得
は
、
あ
く
ま
で
も
本
人
の
自
由
意
思
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ヵ
l

ド
が
あ
れ
ば
各
種

証
明
書
も
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
、
銀
行
口
座
の
開
設
な
ど
で
も
本

人
確
認
書
類
と
し
て
利
用
で
き
る
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
は
拡
尖
し
て
い

る
の
で
、
ヵ
e
lド
取
得
を
市
と
し
℃
推
進
し
て
い
る
。
郡
山
市
は
、

D
X

を
一
一
層
推
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
市
役
所
に
お
出
で
い
た
だ

く
こ
と
な
い
コ
ア
ジ
タ
ル
市
役
所
ニ
お
り
や
ま
」
の
実
現
を
図
っ
て

い
く
。
!

田
村
町
の
産
廃
処
分
場
建
設
中
止
を

質
問
:
田
村
町
栃
山
神
に
建
設
予
定
の
産
廃
処
分
場
に
つ
い
て
の
地

域
説
明
会
が
先
日
開
か
れ
た
が
、
会
場
は
建
設
反
対
の
住
民
で
満
杯

の
状
態
で
、
建
設
そ
の
も
の
を
許
さ
な
い
発
言
に
終
始
し
た
。
結
局
、

住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
な
し
に
税
明
会
は
終
了
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
状
態
で
、
建
設
の
強
行
は
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
・
昨
年
η
月
の
事
業
計
画
の
提
出
か
、
ら
始
ま
り
、
関
係
課
に
よ

る
調
査
、
協
議
を
経
て
、
今
年6
月
事
業
計
画
書
の
審
査
を
完
了
し
、

問
月
日
日
ま
で
は
、
環
境
影
響
評
価
方H
H
1
4
奇

M
J川
H
l
i

法
書
に
係
る
意
見
書
の
提
出
期
間
と
喝
し
上
ゥ
}
べ
川
町
園

、
な
っ
て
い
る
。
産
廃
処
分
場
の
設
置z
h
-

一F
L
e
-
-
L』
・

許
可
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
2

年
の
，

h
a
内
h
E
・

環
境
省
課
長
通
知
で
は
「
法
の

E
T
a
-
司
姐
可
遺
.

る
要
件
に
適
合
す
れ
ば
、
必
ず
許
可
「

i
l
f
'
E
t


し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
許
可
権
制
ご
.
，
，
L
h内
実
圃
一

者
(
こ
の
場A
R
郡
山
市
長
)
に
、
喝
圃
司
副
i
a
S
白
芭
・
一

ヨ
4

聞
室
プ
一

J
I
l
-
-

許
可
を
与
え
る
か
否
か

J
E
V
a
F
十
句
d
司
I
B
・


の
裁
量
権
を
与
え
る
も
不
|
戸

i
w

・
一

の
で
は
な
い
」
と
し
て
一

l
z
…
|
酬

い
る
。
一

r
ι，

*
裁
判
事
例
と
し
て
も
、z

一

'
1

9
9
7

年
の
札
幌
高
裁
判
決
二E
Z

で
「
不
許
可
処
分
は
違
法
」
一
一

と
の
判
例
が
あ
る
。
一
回

*
明
治
時
代
な
ら
と
も
か
く
、
一
4

，
s

こ
の
民
主
主
義
の
・
時
代
に
h

一
島
E

住
民
の
反
対
意
見
が
無
視
さ
一

z

れ
た
り
、
許
可
権
者
に
裁
量
一
p
s
E

権
が
な
い
な
ど
と
す
る
環
境
-
地
温
順

省
の
見
解
そ
の
も
の
が
お
か
つ
1
1

し
い
の
で
は
な
い
か
と
再
質
一
』

n

問
を
し
た
が
、
市
も
そ
の
点
二

E
E

に
つ
い
て
は
否
定
主
ゆ
か
Z

河

市誼聞が反対した 3議案

①一般会計補正予算の債務負担行為補韮中
T学校給食調理業務委託料」
食育という教育の?環である学校給食は、
自校の職員による自校方式を基本とすべき
であり、コスト削減の字法である外部委託
を適用すべきではありません。

②郡山市放課後児童クーラブの指定管理者
の指定について」
この聞の市職員化で支援員の待遇改善も

行われ、比較的安価な利用料金は利用者か

らも高評価を得ています。一直営で問題ない
中で、外部委託に移行する必要性ばありま

せん。

③「特定事業契約の変更につれて」
今回提案の総合体育館の撲煙設備やスプ

リシクラー設備の増設は必要ですが、とめ

工事自体、開成山クロスフィ -Jレト常F山株
式会社が請け負ったPFr事業の一環であり、
目これにより総額104億円超の大事業となり

に r 討。問事業は市民全体の利益左中日容れ
l ない面があり、再考すべきですh

日本共産党郡山市議団

No. 152. 2023年 10 月号

郡山市旭ーτ自 23c7
丁目 024-924-2500



• • 

要
援
護
者
ご
み
戸
別
収
集
事
業
に
つ
い
て

質
問
-
対
象
者
の
基
準
に
「
そ
の
他
特
に
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
方
」
と
の
項

学
校
給
食
に
つ
い
て

目
が
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
そ
の
時
点
で
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

質
問
'
来
年
度
以
降
も
学
校
給
食
費
の
無
償
化
偽
方
が
、
遠
方
の
集
積
所
ま
で
は
歩
い
て
い
け
な
、
い
な
ど
で
闘
っ
て
い
る
場
合

継
続
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
方
針
は
。

uw
は
、
そ
の
個
別
事
情
を
勘
案
し
て
、
本
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

答
弁
:
憲
法
第
お
条
第
2

項
目
「
義
務
教
育
の
無

は
な
い
か
。

償
」
や
、
2
0
0
5

年
に
制
定
さ
れ
た
「
食
育

一
答
弁
:
要
介
護
認
定
等
を
受
け
て
お
ら
ず
、
・
ご
み
の
排
出
が
困
難
な
方
か
ら
、

基
本
法
」
に
基
づ
き
、
学
校
給
食
の
意
義
を
踏
ト

ま
え
公
費
負
担
の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、'
E
・
県
に
対
し
て
も
、
財
ご
相
談
を
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、
介
護
等
に
係
る
支
援
が
必
要
と
な
る
こ
と

政
措
置
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
が
想
定
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
よ
り
総
合
的
な
支
援
が
講
巳
ら
れ
る
よ
う
、
そ

質
問
:
学
校
給
食
は
、
食
育
の
場
で
あ
り
、
食
事
を
提
供
す
る
側
と
児
童
が
お
，
れ
ぞ
れ
の
認
定
に
係
る
申
請
や
手
続
き
に
つ
い
て
ご
案
内
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

互
い
に
顔
の
見
え
る
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
小
学
校
は
現
行
の
自
校
方
た
。1
月
か
ら
8

月
末
ま
で
の
利
用
決
定
が
1
0
1

件
の
う
ち
、
そ
の
他
特
に

式
を
継
続
す
べ
き
で
あ
り
、
中
学
校
も
現
行
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
を
検
必
要
と
認
め
ら
れ
た
方
の
申
請
件
数
が
錦
件
、
そ
の
う
ち
利
用
決
定
が
お
件
、

討
す
る
際
に
、
セ
ン
タ
ー
方
式
か
ら
自
校
方
式
へ
の
切
り
替
え
も
検
討
す
べ
き
審
査
中
が

7
件
、
取
り
下
げ
2
件
、
却
下
が
2
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す

s

で
は
?
.
※
利
用
で
き
る
対
象
者
は
、
「
自
ら
が
ご
み
出
し
を
す
る
の
が
困
難
で
、
親
族

答
弁
:
今
後
、
持
続
可
能
な
学
校
給
食
を
目
指
し
て
、
小
中
学
校
に
お
け
る
自

の
方
等
か
ら
協
力
を
得
ら
れ
な
い
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
の
み

校
方
式
や
セ
γ
タ

l

方
式
を
含
め
た
給
食
提
供
方
法
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
方
」
と
な
っ
て
い
て
、
以
下
該
当
す
べ
き
項
目
で
す

し
て
ま
い
り
ま
す
。

が
、
要
介
護
ー
か
ら

5

の
方
、
身
体
障
害
者
手
帳
(
視
覚
又
は
肢
体
不
自

，
質
問
:
学
校
給
食
の
閥
理
業
務
の
民
問
委
託
に
つ
い
て
、
令
和
B

斧
度
t
hで
の

委
託
料
に
つ
い
て
債
務
負
担
行
為
補
正
が
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
が
\
過
度
な
競
由
)
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
や
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
そ
の
他
特

争
に
よ
り
、
低
賃
金
を
強
い
る
こ
と
な
く
、
市
民
で
も
あ
る
働
き
手
の
賃
金
引
』
に
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
方
、
以
上

3
項
目
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
日

上
げ
等
、
待
遇
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
設
計
、
予
算
措
置
が
な
さ
れ
て
い
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、
福
島
市
の
例
を
出
し
な
が
ら
、
戸
別
収
集
の
実
施

る
の
か
?
‘
.
を
求
め
で
き
た
経
緯
が
あ
り
、
本
事
業
を
一
歩
前
進
と
評
価
い
た

L
ま
す
。

答
弁
:
郡
山
市
公
契
約
条
例
で
労
務
及
び
資
材
等
の
取
引
価
格
等
々
的
確
に
反

映
し
た
積
算
に
基
づ
き
予
定
価
格
を
適
正
に
定
め
る
と
し
て
お
り
最
低
賃
金
引

上
げ
率
も
考
慮
、
地
方
自
治
法
施
行
令
に
基
づ
き
、
履
行
確
保
や
労
働
条
件
悪

化
防
止
の
た
め
、
最
低
制
限
価
格
設
定
、
適
正
な
制
度
設
計
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

(2) 

」

42. 
帆柿

市議会だより

万
歳
以
上
の
パ
ス
運
賃
の
無
料
化
に
つ
い
て

2023年10月

質
問
:
パ
ス
運
賃
の
無
料
化
は
、
高
齢
者
の
生
活
、
お
よ
び
社
会
活
動
へ
の
参

加
、
な
ど
へ
の
支
援
策
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
福
島
市
で
は
、
花
歳
以
上
の
パ

、
ス
運
賃
無
料
化
を
1

億
4

千
万
円
ほ
ど
で
実
現
し
て
お
り
ま
す
。
郡
山
市
で
も

実
施
す
べ
き
で
は
?

答
弁
:
他
の
自
治
体
で
の
高
齢
者
の
路
線
パ
ス
の
運
賃
無
料
化
事
業
で
は
利
用

者
の
居
住
地
に
よ
っ
て
利
便
性
の
不
均
衡
が
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
利
用
率
は

高
く
は
な
い
と
認
識
か
ら
、
路
線
パ
ス
の
ノ
ル
カ
パ
ス
市
な
ど
の
購
入
の
際
に

も
剥
用
で
き
る
高
齢
者
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
継
続
を
基
本
と
し
て
、
そ

の
必
要
性
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

質
問
:
パ
ス
事
業
者
と
協
力
し
て
、
パ
ス
停
の
ベ
ン
チ
や
屋
根
の
整
備
と
い
っ

た
、
パ
ス
待
ち
環
境
の
整
備
を
図
る
べ
き
で
は
?

答
弁
:
バ
ス
停
な
ど
の
待
合
環
境
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
今
年
3

月
に
策
定

し
た
「
郡
山
市
総
合
交
通
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
個
別
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
、
バ
ス
停
を
管
理
し
て
い
る
交
通
事

業
者
に
も
設
置
場
所
や
維
持
管
理
の
見

直
し
を
利
用
者
か
ら
の
要
望
を
含
め
、

申
レ
入
れ
を
継
続
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

i 福島市の高齢者パス無料乗車柾

瞳璽璽麗塑郵電磁語圏覇

露軍

~ 
ノヴン守 t t :!1ロウ

lE 蜘・Isn個日

高齢者パス無料乗車証

場福島市

旨水なのをを今が信に
ではおみ求求、コ額海な面環願 A
要安，、でめめ A メ曽笠い笠警に L
望全ほ不まる L ン係放 否経
書でふ採し誇 P ト 1;1:笛とる寄っ p
がーあの択た願 s 損 L L 重正常t-~ S 
君 3 宗主於量量豊 25 お雪量て処
済，すかり賛旨水‘被れと束し員 盟
とるらま成にの害たでをで会 二E
の意はしし賛海がと、反如で 々、
意見 A たた同洋現、国故何討 の
見、 L 。のし放実い・ 、な ~ 

がま P はて出とわ東 8 るさ f讐
あた S 共 J のなき電月処れ 掠
り、処 産採中つ市と 24 分、 長忌

ま B 理 党択止た長の日も 醤
し月

ζ 空 間ト"'-ヲ司副盟関R売会士単語草足還 の

告書室轟翼翼遍書置 E
五 E$;;霊童三議室型E量を
願園田園置量買e::::ヲFK理事圃求
と ~幅~:.rr ーι与三三豆諸 ・園 、ょ
同 一 J臼~安15謡主君要理哩哩園町~ Ij(J 
様 薗圃圃圃圃圃幽画面出韮宜主標額 る
量 E-ー切望宣言 請

岡
田
議
員
の
本
会
議
で
の
請
願
に
つ
い
て
の
賛
成
討
論

ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
反
対
は
令
和2
年
6
'
月
定
例
会
で
、
一
庵
た

け
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
内
令
和
3

年
、
4

年
と
不
採
択
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ

の
間
政
府
の
方
針
は
、
福
島
原
発
事
故
後
の
原
発
抑
制
政
策
か
ら
、
今
年5
月

の
G
X

「
脱
炭
素
電
源
法
」
の
原
発
回
帰
へ
と
大
き
く
転
換
し
ま
し
た
。
こ
の

方
針
転
換
が
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
問
題
で
の
岸
田
政
権
の
強
硬
姿
勢
、

の
背
景
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
海
洋
放
出
で
、
福
島
県
民
は
さ
ら
に
原
発
事
故

の
被
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
今
な
ら
、
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
海

洋
放
出
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
一
福
島
県
民
に
こ
れ
以
上
の
被
害
を
も
た
ら
さ
な
い

よ
う
、
こ
の
請
願
を
採
択
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
訴
え
ま
す
。



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 1 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 /2 研修費 a7t資料主作成旦費よ18と丘資料E購入1費5[ 議長情活動費 E-Z逗子 送料(折込料含む)

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

，支出目的 一 J 一' ーー~

会派「市議会だより」を新聞朝刊に折り込む費用の支払い
(支出事由〉 向い時}一ーーー一一守』句伊叩ー--司}ーー』ド告白伊叩恥吋h・.-伊回一喝F由ーーー一一泊・-ωm・ーーーι即同....-司ーー叩ー綱引輔喝ーキ一色町叫ー間関-~-目的自吋ー・句旬...~.-骨叩ー~ー・ 同岨一

会派 f市議会だより J 37 ， 500 枚の折り込み費用

þ: 内
ーー・m・司ー回目・ーーー~四回目

、

明一

容
』ー一一一一ー一一向。-・ー{一 一一 一一 一一一一一一

支出年月日 支 出 先 支出金額

2023 年 11 月 15 有限会社 郡山共同印刷 151 ， 800 円
口

上記のとおり支出します。

錦織議員氏名
一一一一一

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

業複数の領収書等を貼る場含は、重ならないように貼付 Lてくださ V¥" 
※欄内に貼付できない場合は、別言己第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



• 

• 

7JU記第11号様式

領収書等整理票

-F甲子及び料金内向締書等貼付抱一一
ー曲圃・晒回

コー
請 求 書ゐ付与 ID 月之主旦 No. 

LYL 日本英三主笠郡山ヰ議団 m様
下記のとおり御請求申し上げます

ι 

品 名 数 量 単 価 金額{菅島・税込〉 摘 要
』ト-~

デ向言語ト'会だよ I J T ぷtωめ ぷ 一勺 {-1 .:Fì l ，巧 I~ 1..i"I 

三一安??古l オ六ヘー片一一 てミデ守心。 ￡守: ー
-ョ !~ -'J l ヰ:ζ子 一一-，

3 1 

、，

4 

5 
，~ 

6 

/ 
7 ¥/ 

メロb、 V計 1 ... 
b 4'，可凶FAJ F、• |ケ f 2 

i 税率 (.lo%1 選費警 J7" 815 苦言金主 11ふItLl:z ぎ
ヲヨウ'333

¥ 
GR1623 

園宇田

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

272 mmX 381 皿X 2 面 207， 264 nufi. i 

2 対象外面積

① 28 m皿× 20mm= 560 mIfl 

② 28 阻× 20 皿= 560 mIfi 

③ mmX E皿= nufi 

④ 皿皿× mm= nufi 

⑤ 血血× 皿皿= mm 2 

計 1, 120 mIfl・・・ 1

3 按分割合

註-7- X 100 対象外按分率 0.54 % 

4 対象経費算出

支出額 152, 625 円 ﾗ 対象外按分率 0.54 % 825 円・・・出

(1円以下切り上げ)

支出額 152， 625 円 出=対象経費 151 ， 800 円

"¥ 



• 、 e3ß1 ヲ〉

9

月
議
会

報
告

庁v、.MI"

物価高騰から市民の暮らしを守る郡山市政に

、

之7 '2.

J 
イ

-
E
-

開
成
山
公
園
除
草
業
務
の
委
託
継
続
を

h

M

=

 

-
E
E

質
問

-
N
P
O
法
人
郡
山
地
方
高
齢
者
福
祉
事
業
団
が
受
託
し
て
き

生
活
保
護
費
の
改
善
を
小
J

合
↓
た
開
成
山
公
園
の
除
草
集
を
、
今
年
か
ら
開
成
山
公
園
管
理
運
営

圃
-
園
田
甑
幽
・
・

4
fを
請
け
負
う
大
和
リ
l

ス
グ
ル
ー
プ
が
、
来
年
度
か
ら
委
託
し
な
い

1
副
劃
圏
直
・
・
・
一
と
告
知
し
て
き
た
。
郡
山
市
が
幻
億
円
も
の
予
算
を
支
出
す
る
事
業

質
問
立
の
基
準
改
定
で
、
生
一

i副
調
E

園
川
か
ら
、
市
の
認
定
団
体
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。

活
扶
助
費
は
ど
う
改
善
さ
れ
た
の

f・
司
-
国
，
込
路
盤

h

司
咽
一
面
司
島
園
協
幽
尽
答
弁
:
地
域
雇
用
や
高
齢
者
雇
用
に
配
慮
す
る
よ
う
大
和
リ

l

ス
グ

か
0
・

E
E
E
E
-
-

皿
f
l

プ
に
要
請
し
て
い
る
が
、
究
室
で
提
出
さ
れ
る
事
業
計
画

答
弁
:
叩
歳
夫
婦
と
4

歳
の
子
の
圃
圃
圃
園
E
・
・
・
一
・
人
員
阻
置
計
画
が
「
公
募
設
置
等
指
針
」
に
沿
っ
て
い
れ
ば
、
受

3
λ
世
帯
で
8
2
9
0

円
、
6

・
園
口

a
a
-
-
d

理
す
る
こ
と
に
な
る
。

3
%

の
増
、
白
歳
単
身
世
帯
は
3
0
8
0

円
、
4

・

6
%
増
、
初

歳
と
小
学
生
の
2

人
世
帯
で
2
5
4
0

円
、
2

・
・
3
%
増
と
な

る
。
な
お
、
今
回
は
「
臨
時
的
・
特
例
的
な
措
置
」
一
と
し
て
一
人

月
額
1
0
0
0

円
の
上
乗
せ
が
あ
り
、
全
世
帯
月
平
均
マ
約
3

・

0
%

の
増
と
な
る
。

質
問
:
郡
山
市
が
要
望
し
て
い
た
級
地
指
定
は
、
な
ぜ
改
善
さ
!
れ

な
か
っ
た
の
か
?

答
弁
:
級
地
区
分
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
1

年
の
厚
労
省
の
生
活

保
障
基
準
部
会
に
お
い
て
「
級
地
区
分
の
分
析
結
果
ま
と
め
」
を

と
り
ま
と
め
、
《
変
更
す
べ
き
積
極
的
な
根
拠
が
な
い
限
り
現
行

の
級
地
指
定
を
維
持
す
る
》
と
の
基
本
方
針
を
決
定
し
た
y
今
年

の
3
月
開
催
の
社
会
・
援
護
局
関
係
主
幹
課
長
会
議
で
「
個
別
の

市
町
村
の
級
地
区
分
の
見
直
し
は
行
わ
な
い
」
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。*

郡
山
市
は
、
中
核
市
で
あ
り
な
が
ら
長
年
3

級
地
の
ま
ま
放

置
さ
れ
て
お
り
、
福
島
市
と
同
様
の
2

級
地
に
指
定
す
る
よ
う

要
望
し
て
き
た
。
2

級
地
と
3
級
地
で
は
支
給
額
に
9
%

の
較

差
が
あ
る
。
，

d

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ヵ

I
F

取
得
を
強
要
す
る
な

質
問
:
チ
ラ
シ
を
作
成
し
会
社
や
町
内
会
組
織
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
ヵ
i

ド
の
取
得
を
推
進
オ
る
こ
と
は
取
得
強
要
と
も
と
ら
れ
る

a

中
止
す
べ
き
だ
。

答
弁
:
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
も
カ
ー
ド
は
「
申
請
に
よ
る
交
付
」
と

規
定
さ
れ
て
お
り
、
取
得
は
、
あ
く
ま
で
も
本
人
の
自
由
意
思
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
各
種

在
明
書
も
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
、
銀
行
口
座
の
開
綾
な
ど
で
も
本

人
確
穏
書
類
と
し
て
利
用
で
き
る
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
は
拡
大
し
て
い

る
の
で
、
カ
ー
ド
取
得
を
市
と
し

τ
推
進
し
て
い
る
。
郡
山
市
は
、

D
X
を
一
層
推
進
じ
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
市
役
所
に
お
出
で
い
た
だ

く
こ
と
な
い
コ
ア
ジ
タ
ル
市
役
所
ニ
お
り
や
ま
」
の
実
現
を
図
っ
て

い
く
。

l
a

田
村
町
の
産
廃
処
分
場
建
設
中
止
を

質
問
:
田
村
町
栃
山
神
に
建
設
予
定
の
産
廃
処
分
場
に
つ
い
て
の
地

域
説
明
会
が
先
日
開
か
れ
た
が
、
会
場
は
建
設
反
対
の
住
民
で
満
杯

の
状
態
で
、
建
設
そ
の
も
の
を
許
さ
な
い
発
言
に
終
始
し
た
。
結
局
、

住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
な
し
に
説
明
会
は
終
了
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
状
態
で
、
建
設
の
強
行
は
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

学
校
司
書
の
給
与
改
善
を
答
弁
:
昨
年
包
月
の
事
業
計
画
の
提
出
か
ら
始
ま
り
、
関
係
課
に
よ

る
調
査
、
協
議
を
経
て
、
今
年6
月
事
業
計
画
書
の
審
査
を
完
了
し
、

質
問
・
学
校
司
書
2
2
2

専
門
職
扱
い
と
す
る
こ
と
。
ま
叩
月
日
日
ま
で
は
、
環
境
影
響
評
価
方

1
4
r
1
i

た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
を
最
低
限m
時
間
勤
務
に
改
善
言
語
る
意
見
書
の
提
出
期
間
とq
i
で

Y
、
山
田

す
る
こ
と
。
な
っ
て
い
る
。
産
廃
処
分
場
の
設
皐
』
「

d
r
ぺ
J
出
・

答
弁
:
学
校
司
書
の
給
与
は
、
郡
山
市
図
書
館
に
勤
務
し
て
い
る
許
可
に
つ
い
て
は
、2
0
2
2

年
の
世
勧
告
肉
、

.

.

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
(
事
務
職
)
に
準
じ
て
定
め
て
い
る
。
環
境
省
線
長
通
知
で
は
長
の
定
め

T
a

司
造
園

今
後
も
、
学
校
司
書
の
役
割
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
安
定
的
か
つ
る
要
件
に
適
合
す
れ
ば
、
必
ず
許
可

v
r
h
E
y
p

継
続
的
な
雇Z
E
E
-

っ
、
勤
務
条
件
や
給
与
等
に
つ
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
許
可
権
問
・
一
\
技

者
(
こ
の
場
合
、
郡
山
市
長
)
に
、
時
圃
咽U司
J

ヨ
芭

検
討
し
て
い
く
。
・
.
‘
，

4
a
r
弓
て
ド
.

L
I
l
-
-
i
l
l
i
t
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
J

許
可
を
与
え
る
か
否
か
一

F
d
f
《
困

石
川
主
託
か
い
-
ま
一
プ
の
株
的
ハ
汚
れ
一
の
裁
量
権
を
与
え
る
も
で
静
岡

一
柾
釦
可
噴
担
曜
時
拾
河
手
こ
仙
制
允
閣
一
の
で
ま
一
「
…

I

L
r

糊
開
閉
相
官J
T
段
龍
一
い
る
勺
な
い
」
と
て
一

U
J

塑
折
守
地
吉
弘
融
叶
一

ψ
→
押
?
一
*
裁
判
事
例
と
し
て
も
、

1

一
し
ト

遣
し
越
川J判
明
露
草
刈
一
群
一
-
弘
明
一

9
9
7
2

札
幌
高
裁
判
決
一
よ

北
両
世
一
切
拘
壮
浩
一

1白
一
湖
周
一
o
z
r
附
一
友
耕
一
即
日
前
守
一
で
「
不
許
可
処
分
は
違
法
』
「
い

し
債
探
索
坊
主
印
刷
す

γ庁
捜
芝
川

m
相
安
一
と
の
判
例
が
あ
る
。
ご
巴

対
五
建
一
校
同
J

宜
冗
泊
中
由
府
喧
宥
隈
ロ
円
晴
配

1
7一
*
明
治
時
代
な
ら
と
も
か
く
て

Z

E
蚕
靖
暗
唱
臓
噛
明
滑
川
移
叩
体
噌
げ
た
旧
制
再
一
こ
の
民
主
主
義
の
時
代
民
一
‘

E

訓
示
蟻
駒
市
批
賂
口
開
按
い
れ
此
蛤
Z
h
む
再
一
住
民
の
反
対
意
見
が
無
視
さ
ム
田

町
孟
躍
教

J
:

で
曜
ぺ
晴
尚
特
託
総
慌
晴
負
額
動
、
一
一

4
4ヨ

回
記
郡
片
ι
ス
守
放
一
}
市
晴
樹
制
崩
川
制
駒
市
制
割
引
山
一
れ
た
り
、
許
可
権
者
に
裁
量
瓦
昆

議
長
劃
い
貝
二
市
つ

-
W出
価
和
事
無
→

J
動
引
m
い
あ
一
権
が
な
い
な
ど
と
す
る
環
境
一
闇

市
長
輸
社
噸
札
一
許
制
批
明
弘
耕
一
件
関
鳴
門
一
時
却
は
由
研
一
省
の
見
解
そ
の
も
の
が
お
か
己
け

-
-
佐
端
清
忠
明
書
エ

T
A

若
林
当
地
以

Y
恒
一
し
い
の
で
は
な
い
か
と
再
質
'
』
匝

門
学
食
校
あ
適
げ
指
こ
わ
も
で
ん
げ
今
ン
事
会
れ
す
い
一
一
語
刊

D
H
f前
世
針
②
制
;
例
制
中
む
③4

れ
工
二
台
ぷ
和
一
間
を
し
た
が
、
市
も
そ
の
点

L

『

に
つ
い
て
は
吾
定
し
な
か
っ
ト
『
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(2). 

、.¥. 

要
援
護
者
ご
み
戸
別
収
集
事
業
に
つ
い
て

質
問
:
対
象
者
の
基
準
に
「
そ
の
他
特
に
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
方
」
と
の
項

学
校
給
食
に
つ
い
て
目
が
あ
十
ソ
ま
す
炉
、
例
え
ば
、
そ
む
時
点
で
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

質
問
・
来
年
度
以
降
も
学
校
給
食
費
の
無
償
化
‘
方
が
、
遠
方
の
集
積
所
ま
で
は
歩
い
て
い
け
な
い
な
ど
で
因
っ
て
い
る
場
合

継
続
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
方
針
は
。
間

『
仰
は
、
そ
の
個
別
事
情
を
勘
案
し
て
、
本
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

答
弁
:
憲
法
第
お
条
第
2
項
目
「
義
務
教
育
の
無
昌
一

は
な
い
か
。

償
」
や
、
2
0
0
5

年
に
制
定
さ
れ
た
「
食
育

一
答
弁
・
要
介
護
認
定
等
を
受
け
て
お
ら
ず
、
・
ご
み
の
排
出
が
困
難
な
方
か
ら
、

基
本
法
」
に
基
づ
き
、
学
校
給
食
の
意
義
を
踏
←
・

4

ご
相
談
を
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、
介
護
等
に
係
る
支
援
が
必
要
と
な
る
と
と

ま
え
公
費
負
担
の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
'
国
・
県
に
対
し
て
も
、
財

政
措
置
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
一
。
が
想
定
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
よ
り
総
合
的
な
支
援
が
講
巳
ら
れ
る
よ
う
、
そ

質
問
:
学
校
給
食
は
、
食
育
の
場
で
あ
り
、
食
事
を
提
供
す
る
側
と
児
童
が
お
れ
ぞ
れ
の
認
定
に
係
る
申
請
や
.
手
続
き
に
つ
い
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
ま

互
い
に
顔
の
見
え
る
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
小
学
校
は
現
行
の
自
校
方
た
。
1

月
か
ら
8
月
宋
ま
で
の
利
用
決
定
が
1
0
1

件
の
う
ち
、
そ
の
他
特
に

式
を
継
続
す
べ
き
で
あ
り
、
中
学
校
も
現
行
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
を
検
必
要
と
認
め
ら
れ
た
方
の
申
請
件
数
が
錫
件
、
そ
の
う
ち
利
用
決
定
が
犯
件
、

討
す
る
際
に
、
セ
ン
タ
ー
方
式
か
ら
自
校
方
式
へ
の
切
り
替
え
も
検
討
す
べ
き
審
査
中
が
7
件
、
取
り
下
げ
2
件
、
却
下
が
2
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
白

で
は
?
・
句
、
※
利
用
で
き
る
対
象
者
は
、
「
自
ら
が
ご
み
出
し
を
す
る
の
が
困
難
で
、
親
族

答
#
:
今
後
、
持
続
可
能
な
学
校
給
食
を
目
指
し
て
、
小
中
学
校
に
お
け

の
方
等
か
ら
協
力
を
得
ら
れ
な
い
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
の
み

校
方
式
や
セ
〆
タl
方
式
を
含
め
た
給
食
提
供
方
法
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
方
」
と
な
っ
て
い
て
、
以
下
該
当
す
べ
き
項
目
で
す

し
て
安
い
り
ま
す
。

が
、
要
介
護
ー
か
ら

5

の
方
、
身
体
障
害
者
手
帳
(
視
覚
文
は
肢
体
不
自

質
問
:
学
校
給
食
の
調
理
業
務
の
民
関
委
託
に
つ
い
て
、
令
和8
年
度
ま
・
で
の

委
託
料
に
つ
い
て
債
務
負
担
行
為
補
正
が
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
，
過
度
な
競
由
)
、
精
神
鰭
害
者
保
健
福
祉
手
帳
や
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
そ
の
他
特

争
に
よ
り
、
低
賃
金
を
強
い
る
こ
と
な
く
、
市
民
で
も
あ
る
働
き
手
の
賃
金
引
に
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
方
、
以
上

5
項
目
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
目

上
げ
等
、
待
遇
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
設
計
、
予
算
措
置
が
な
さ
れ
て
い
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、
福
島
市
の
例
を
出
し
な
が
ら
、
戸
別
収
集
の
実
施

る
の
か
?
、
.
を
求
め
で
き
た
経
緯
が
あ
り
、
本
事
業
を
一
歩
前
進
と
評
価
い
た
し
ま
す
。

答
弁
郡
山
市
公
契
約
条
例
で
労
務
及
び
資
材
等
の
取
引
価
格
等
そ
的
確
に
反

A
L
P
S

処
理
水
の
海
洋
放
出
の
中
止
を
求
め
る
請

映
し
た
積
算
に
基
づ
き
予
定
価
格
を
適
正
に
定
め
る
と
し
て
お
り
.
最
低
賃
金
引

上
げ
率
も
考
慮
、
地
方
自
治
法
施
行
令
に
基
づ
き
、
履
行
確
保
や
労
働
条
件
惑
願
に
つ
い
て
理
国
軍
国
自
圃
毘
寝
泊

環
境
経
済
常
任
委
員
会
で
討
論
さ
れ
、
四
国
国
国
脚
圃
園
田
置
埋
設

化
防
止
の
た
め
、
最
低
制
限
価
格
設
定
、
適
正
な
制
度
設
計
に
努
め
て
お
り
ま
、
.
圃
園
国
国
語
問
調
苔
震

で

F

『
関
係
者
の
f
b

で
如
何
な
る
処
分
も
塾
置
哩
越
譲

し
な
ど
と
し
た
約
室
長
、
8
月
官
重
富
咽
景
画
罫
監

に
海
洋
放
出
し
た
こ
と
で
、
国
東
電
と
の
益
事
露
関
副

》
主
要
x
H
聞
函
圃

信
頼
関
係
は
損
な
わ
れ
た
と
、
い
わ
き
市
長
虫
睡
-
這
認
圃

が
コ
メ
ン
ト
。
風
評
被
害
が
現
実
と
な
っ
た

j軍
望
画

-
F
圃

今
、
A
L
P
S
処
理
水
の
海
洋
放
出
の
中
止
曹
義
一
副
靖
箇
圃

を
求
め
る
請
願
の
趣
旨
に
質
問
し
て
、
採
択
也
康
昌
喜
望
面
冨
岡
陛
函
・
・

左
求
め
ま
じ
た
が
、
賛
成
し
た
の
は
共
産
党

1
u圃
露
両
面
圃
明
圃
・
圃

の
み
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

E
E

車
岡
田E
A

圃
圃

な
お
、
ほ
、
か
の
会
派
か
ら
は
A
L
P
S
処
理
1
1
E
E
l
i
z
-
-

水
は
安
全
で
あ
る
『
と
す
る
意
見
、
ま
た
、
8

月
の
中
核
市
で
請
願
と
同
様
の
趣

旨
で
要
望
書
が
提
出
済
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
叶

市議会だより

万
歳
以
上
の
パ
ス
運
賃
の
無
料
化
に
つ
い
て

2023年10月

く多
i福島市の高齢者パス無料乗車iiE

場指島市

高齢者パス無料乗車証

質
問
:
パ
ス
運
賃
の
無
料
化
は
、
高
齢
者
の
生
活
、
お
よ
び
社
会
活
動
へ
の
参

加
、
な
ど
へ
の
支
援
策
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
福
島
市
で
は
、
花
歳
以
上
の
パ

ス
運
賃
無
料
化
を
1

億
4
千
万
円
ほ
ど
で
実
現
し
て
お
り
ま
す
。
郡
山
市
で
も

実
施
す
べ
き
で
は
?

答
弁
:
他
の
自
治
体
で
の
高
齢
者
の
路
線
パ
ス
の
運
賃
無
料
化
事
業
で
は
利
用

者
の
居
住
地
に
よ
っ
て
利
便
性
の
不
均
衡
が
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
利
用
率
は

高
く
は
な
い
と
認
識
か
ら
、
路
線
パ
ス
の
ノ
ル
カ
パ
ス
花
な
ど
の
購
入
の
際
に

も
刺
用
で
き
る
高
齢
者
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
継
続
を
基
本
と
し
て
、

t

そ

の
必
要
性
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

質
問
・
パ
ス
事
業
者
と
協
力
し
て
、
パ
ス
停
の
ベ
ン
チ
や
屋
綬
の
整
備
と
い
っ

た
、
パ
ス
待
ち
環
境
の
整
備
を
図
る
べ
き
で
は
?

答
弁
:
バ
ス
停
な
ど
の
待
合
環
境
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
今
年3
月
に
策
定

し
た
「
郡
山
市
総
合
交
通
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
個
別
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
、
バ
ス
停
を
管
理
し
て
い
る
交
通
事

業
者
に
も
設
置
場
所
や
維
持
管
理
の
見

直
し
を
利
用
者
か
ら
の
要
望
を
含
め
、

申
い
入
れ
を
継
続
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

轟轟轟隆盛覇軍幽園調
j?V::( t l全日ヴ

ll-~ 陪 \1則樹S信事

岡
田
議
員
の
本
会
議
で
の
請
願
に
つ
いτ
の
賛
成
討
論

ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
反
対
は
令
和
2

年
6
月
定
例
会
で
、
一
度
だ

け
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
命
令
和
3
年
、
4
年
と
不
採
択
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
間
政
府
の
方
針
は
、
福
島
原
発
事
故
後
の
原
発
抑
制
政
策
か
ら
、
今
年5
月

の
G
X

「
脱
炭
素
電
源
法
」
の
原
発
回
帰
へ
と
大
き
く
転
換
し
ま
し
た
。
こ
の

方
針
転
換
が
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
問
題
で
の
岸
田
政
権
の
強
硬
姿
勢

の
背
景
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
海
洋
放
出
で
、
福
島
県
民
は
さ
ら
に
原
発
事
故

の
被
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
今
な
ら
、
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
海
'

洋
放
出
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
福
島
県
民
に
こ
れ
以
上
の
被
害
を
も
た
ら
さ
な
い

ょ
う
、
こ
の
請
願
を
採
択
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
訴
え
ま
す
。



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団 重参 建襲 遠藤 隆

区 分 事 由 費 自・金 額 小計

|交通費 旅費
~ 

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

!調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

tz 研 イ多 費 ;旅費 自動車燃料費

資料作成費 l食糧費

振込料

会場発 交通費

自動車燃料費 資料作成費

広 報 費 会派市議会だより発行 |広報誌(紙} ￥262， 574 認色書等印刷費 ￥414， 374 

送料(折込料含む〉 警151 ， 800 掲ウ載ェ代ブページ

茶菓子代 振込料

会場費 !交通費

4 |広 聴 費 自動車燃料費 l資料作成費

茶菓子代 |振込料

|交通費 旅費

5 要陳 請
情活動費

自動車燃料費 資料作成費

|振込料
1会場費 交通費

百 d32L Z 議 費 自動車燃料費 資料作成費

ト振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

山踊岨陣' ..，.可も剖市町 l 、

資料購入費 1:新棒読聞料{日刊紙)
仲町司問守山

等有料利デ用料-11"'-ース 振込料

賃金 L>. Jロ Eι血f~必
......_ "'~r.... 守ず

9 人 件 費
披込料

備品購入費
9-ス代

10 |事務所費 消耗品等事務費 |印刷代

振込料 |配送手数料

弔問押甲(按分) |砲イ事斜繁
11 通自動信車運燃搬料費・

(菅野 F (その他

支出隼月日 2024年同 31 日
現金出納簿

2 合計 ￥414， 374 
支出番号



話IJ記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

-"・ピ"----" ヲ

区 分 ※該当する区分にO印. 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 (3)広報費 L~ 広聴費
μ一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一 一一
一5 要請・陳情活動費 6 会 議 費 if 資料作成費」豆一資料購生 広報誌(紙)

10 事務所費 11 通信運搬ー自動車燃料費(郵便料等) 支出費回を記入
, , 

支出目的 一一一 '一一 て 一一

「市議会だより J の印刷費用
〔支出事由) ト一一一岡山一一一一一一一-- 一一一一一一一一一

、

会派発行市議会だより 4 万枚を印刷
一一一一 一一一

'内
廿...... 

一一一一

支出年月日 支 出 先 支出金額

2024 年 1 月 31 日 有限会社 郡山共同印刷 262, 574 円

上記のとおり支出します。

遠藤議議員氏名

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付して〈ださい。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



珪百
万可理整等書収領

別記第u号様式

|領収書及び料金内訳明細書等貼-付開

請求書

日本共産党郡山市謹団御申

金

240,000 
138,750 

378,750 
37,875 

￥416.625 

単 f 価

6.00 

3.70 

小計

税(10%)

枚

枚

数量

40,000 
37,500 

考区分 内容 備

市議会だより 12月議会

新聞折込 1月 27日朝刊• 
合計金額(円)

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印制

銀行名: ~槻大東銀行 本店営業部

~mT・支店コード: 0514/030 

口座番号:普通 1311317

その他の'情報
有限会社郡山共同印刷

024・932・6958-kyodou@sea.plala.ol 
会社名

電話

携帯

電子メール¥/ 

• 
--頚，区註日て摂孝章海中主j室長語- -様ニjii-111:j::iif---

--三-0"'三-リ、三三一\
--ジ; 月よ;;-:H1ミ主 ;;=三三;三三三.-.三:三:三;号言:三!三ぞ-ぞ(三三三=..'三:;;F:q午... --三;三:戸戸干:元ヰ三i己J三子九!」区偽1.3~言hニ;会乏会をi ;，右き羽:右命:ゑ毛ゑ尉尉iリ託[殴:宇衣f安夜ザ言マ守、1謁{弱扇?哲封封?勇秀‘李主主

.~見7 ご;三五五二三三::.. ~ ::~~~. -- ~~-:一三

:三- .ふト :五切均長1;:子ι 一:三二
:〆ヂ17iiF;ji--:Jh 二時傍鞠4福島県勤時中堅畦空三三"...~.-II"!!~ふ九

::::::::jjljjpj::;三謹郵;û1 接種j陸遍ーー磁鶴綾
子一;味本翼手1P:::;三日取締総長E・E・-・・・・・酬鵬Eti
吋( ~)三三三電話:科別~h~~汚圃園開鵬J121

;ょ:三重銀醤曹三;ー;二三一一一

※複数の領収書等を貼る場合ほL ニ重なちないよ列乏貼付じてく詑さい;ー



• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する?

1 広報誌全体面積

、

272 mrnX 381 凹 x 2 

2 対象外面積

① 28 m皿× 20 皿=

② 28 mrnX 20 皿=

③ mrnX m皿=

④ mrnX mrn= 

⑤ 血mX m皿=

計

3 按分割合

立 1 ﾗ 100 対象外按分率

4 対象経費算出

面，207， 264 HIlt ・

560 IDJfi 

560 n1lft 

IDJfi 

ma 

mJft 

1, 120 IDJfi・. 11 

o. 54 % 

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率 0.54 SIO ， 1 ， 426 円・・・出

(1円以下切り上げ)

支出額 264， 000 円一世=対象経費 262 ， 574 円
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市議団が反対した議案

0令和 5年度郡山市一般会計補正予算‘令和 5年度郡山市水道事業
会計補正予算、君11.山市議会の議員報酬‘費用弁償友び期末手
当に関する条例のー部を改正する条例、郡山市長等の給与に
関する条例の一部を改正する条例

1 9 9 4 年ど 2 0 1 9 年の比較で世帯所得が 35-:--44 歳の世

帯で 104 万円、 45-54歳の世帯で 1 8 4 万円下がっている
ことが明らかになった(令和 4年内閣府資料)。昨年の日本共産

党市議団が実施した市民アンケートでも 72%の市民が「生活が
苦しいJ と回答していた。急激な物価高騰が市民生活を襲ってい

る今、市政を預かる市長や議員等は司王民生活の状況を第一に考え
自らのボーナスの引き上げは、実施すべきではない。

0郡山庭Z車場L等の指定管理者の指定につL\て
郡山庭球場、東部体育館〈東部スポーツ広場、東部勤労者研修セ

ンターの 4 施設の指定管理者をシンコースポーツ株式会社とする

議案は今議会の指定管理者指定議案の中で唯一の新規事業。シン

コースポーツ株式会社は全国展開の営利会社であり、地元経済の

援典という面でも、市の指定管理者としてはふさわしくない。

0郡山市放課後児童クラブの指定管理者に管理を行わせる施
設の変更について

9 月議会で指定管理者が決定した放課後児童クラブの指定管理

の対象に、新たに 2-施設を追加するもので、放課後児童クラブに

指定管理者制度を導入する・こと自体に反対6

律事 1…
~~グ'.， ~I 

コ
民
基
幹
印
刷
聞
記
齢
制
監
烈
ー
制
劃
割
安
川
部
引
引
が
審
制

J

…
請
願2件
の
不
採
択
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
に
先
立
っ
て
日
本
共
産
党
郡
平

R
U
 

一
山
市
議
団
の
遠
藤
隆
市
議
出
、
議
員
と
市
長
等
特
別
臓
の
ボ
ー
ナ
ス
引
き
上
げ
に
か
か
わ
る
議
可

一
案4件
と
指
定
管
理
者
制
度
の
新
規
導
入
に
か
か
わ
る
議
案

2

件
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
、
ま
一

一
た
、
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
さ
れ
た
請
願

2

件
に
は
採
択
賛
成
の
立
場
か
ら
、
討
論
を
行
い
一
町

一
ま
し
担
、
ム

「
l
l
i
l
i
1
1
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
l
i
a
-
-
i
l
i
l
s
i
l
l
i
-
-
s
a
l
i
1
1
1
1
1
1
1
1

ミ

岡
田
市
議
の
一
一
般
質
問

正
規
職
員
増
と
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善

l' 

質
問
郡
山
市
職
労
が
以
前
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
訂

正
規
職
員
の
最
大
の
要
求
が
「
人
員
増
」
で
あ
る
こ
と
、
圃
艶

多
様
化
す
る
市
民
要
望
を
反
映
し
℃
市
職
員
の
業
禁
酒

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
与
を
考
慮
す
れ
ば
、
国
剥
瑚
尉
樹
晶
弘

割
弱
耳
目
サ
下

答
弁
;
民
間
企
業
で
の
労
働
者
不
足
に
配
慮
し
、
公
務
の

職
場
で
も
D
X

の
推
進
と
働
き
方
改
革
に
よ
る
適
正
な
人
員
記
置
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
郡
山
市
の
場
合
、
こ
の
4

年
間
の
正
規
職
員
数
の
推
移
は
、
総
人
口
比
で0
・

臼
%
か
ら
0

・
“
%
と
増
加
し
て
お
り
、
適
正
と
考
え
る
。
今
後
も
「
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
(
地
方
自
治
法
)
」
こ
と
を
前
提
に
、
能
率
的
で
効
果
的

な
市
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

質
問
;
こ
の

1
1
2

年
先
進
国
で
は
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
行
い
、
時
給
1

8
0
0

円
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
。
さ
ら
に
国
内
に
お
い
て
は
時
給
で
最

大
2
1
3

円
の
地
域
較
差
と
い
う
不
合
理
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
直
ち
に

最
低
賃
金
を
全
国
一
律
で
時
給
1
5
0
0

円
に
、
同
時
に
到
制
剤
圃
倒
刷
瑚
尉
叫
瑚

制
叫
川
引
叫
創
刊
凶
』
凶
引
制
判
例
副
司
副
州
制
覇
明
同
制
川
州
叫

i

答
弁
:
今
回
の
改
定
案
で
は
、
行
政
職
1級
9

号
の
場
合
(
会
計
年
度
任
用
職
員
の

初
任
給
)
、
現
在
の
時
給
1
0
3
9

円
か
ら
1
1
1
6

円
と
作
円
増
加
す
る
。
ロ
月

の
期
末
手
当
も
0

・
0
5

月
引
き
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
週
初
時
間
勤
務
の
事
務
職
の

場
合
、
年
内
川
万
5
8
3
9
円
の
構
と
な
る
。
さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
は
こ
れ
に
加
え

勤
勉
手
当
の
お
万
1
0
3
6

円
が
加
算
さ
れ
る
。

ゅ
尚
一
一

り

号

団
司
ヲ

よ
時
刊

だ
船
山

会
一
一
一
日

謙
一
口

市

7
・qa 

η
ι
 

自
治

丁
以一出

口
い
円
円
叫

朝
釦

午
J
n
u

，
酌
百

i 吋「世界て唯一賃金カか、上からない国」とはl 

市議団が探択すべきとした2つの請願

, 

政府は、この 30年で労働法制の規制緩和を行い、非正規
労働者を 4割に拡大した。また、人事院に 200 2 年からの

4年間に 3 度の給与マイナス勧告を行わせた lまかりか、比較
対象企業の引き下げー (100 人以上規模から 50 人以上規模
に)による公務員給与表め平均4.8%減という大沖冨改惑を

2006 年に実纏させた(その後も数度引き下げ勧告を実
纏)。この公務員給与の引き下げは、連合主導にまる民間労

組の労使協調路線と相まって、日本を世界唯一の賃金の上が

らない留にした。これが、 「失われた 30年J と呼ばれる日

本経済の衰退の最天の原因だと言われているc

0マイナンバーカードと健康保険証の一体化は取りやめ現行
ーの健康保険証を存続させるよう求める意見書提出の請願
7イナンパ}カードの取得は任意であり、 :tれを取得しなけれ
ば病院にも掛かれなくなるというのは、完全な公約違反。これを
取り繕うための「妥桧確認書J の発行もつじつ
ま合わせの対症療法であり労!力と費用の完全な
無駄遣いである。

0高齢者無料乗車証交付』の請願
請願者が要望は、共産党市議団や他会派か
らも要望が出されている「パス料金の無料
化J 。車が使用できない高齢者が生活してい
くラえで行政が保障すべき基本的なインフ

のーっと考えるべき



• 

年
金
だ
け
で
は

嘗
ら
せ
な
い

(2) 

生
活
保
護
費
の
さ
ら
な
る
改
善
を

市議会だより

質
問
:
昨
年
印
月
よ
り

生
活
扶
助
費
が
全
世
帯

で
月
平
均
3
%
滑
額
さ

れ
た
が
、
一
こ
の
開
食
料

品
は
8
%
、
電
気
代
は

2
1
3
割
値
上
が
り
し

て
お
り
、
3
%
程
度
の

引
き
上
げ
で
は
、
焼
け

石
に
水
で
あ
る
。
ま
た

2
0
1
3
年
か
ら
の
平

均
8
・
3
%
の
大
幅
引
・

き
下
げ
は
回
復
し
て
お

ら
ず
、
生
活
保
護
受
給

者
の
生
活
は
生
き
て
い

く
の
が
や
っ
と
と
い
う
極

貧
状
態
に
な
っ
て
い
る
川

憲
法
で
植
わ
れ
て
い
る
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
，
」
を
保
障
す

る
た
め
に
は
、
ハ
瞬
劇
制
剤
耐
剖
剖
樹
刷
剣
剖
剖
州
司
別
川
刻
問
凶
引
剖
』
刷

、
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
'
生
活
扶
.
助
費
(
食
費
や
水
光
熱
費
な
ど
の
日
常
生
活
費
)
は
、
5
年

に
1
度
実
施
さ
れ
る
「
全
国
家
計
構
造
調
査
」
に
基
づ
き
、
昨
年m
月
に
改

訂
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
こ
の
基
準
に
従
い
、
生
活
保
護
制
度
を
適
切
に
実

施
し
て
い
く
。

質
問
在
宅
扶
助
費
の
3
万
円
(
単
身
者
)
と
い
う
額
で
は
、
た
と
え
ば
ア

パ
ー
ト
を
探
す
場
合
、
場
所
や
周
囲
の
環
境
、
住
居
そ
の
も
の
な
ど
、
何
か

我
慢
し
な
け
れ
ば
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
健
康
で
文
化
的
な
生
活
と

ド
う
な
ら
、
倒
割
樹
刷
剣
ベ
制
剖
割
叶
凶
可
副
創
叫
引
苅
則
判
同
割
劇
叫
引

剖
判
例
制
剖
劃
州
制
到
叫
叫
削
剖
け
糾
叫
ー
ま
た
、
自
家
用
車
の
保
有
は
、
決

し
て
賀
沢
v
ど
は
言
え
ず
、
地
方
都
市
で
あ
る
郡
山
市
に
お
い
て
は
移
動
手
段

の
確
保
と
い
う
点
で
当
然
の
権
利
と
言
文
る
。
せ
め
て
、
従
来
所
有
し
て
い

剖
削
銅
周
到
叫
倒
割
削
鮒
樹
明
剖
到
利
引
叫
判
刊
剖
叫
同
制
川
州
叫
-

答
弁
:
本
市
の
住
宅
扶
助
費
に
つ
い
て
は
2
0
2
1
年
か
ら
幻
年
に
か
け
て

3
回
に
わ
た
っ
て
文
書
で
、

m
年
8
月
に
は
市
長
が
直
接
厚
生
労
働
省
社

会
・
援
護
局
長
に
「
福
島
市
と
同
等
に
な
る
よ
う
」
見
直
い
し
を
要
望
し
て
い

る
が
、
今
回
も
変
更
は
な
か
っ
た
。
今
後
も
、
引
き
続
き
国
に
対
し
要
望
し

て
い
く
。
生
活
保
護
法
第
4

条
に
お
い
て
自
動
車
は
資
産
と
し
て
扱
わ
れ
原

則
保
有
は
認
め
ら
れ
な
わ
が
、
「
障
が
い
者
の
通
院
等
」
や
「
公
共
交
通
機

関
の
利
用
が
著
し
く
困
難
な
地
域
に
居
住
す
る
者
の
通
勤
及
び
通
院
等
に
利

用
す
る
な
ど
の
場
合
」
に
は
認
め
ら
れ
る
(
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
実

施
要
領
)
こ
と
か
ら
、
本
市
マ
は
こ
の
実
施
要
領
に
従
い
、
本
年
日
月
末
現

在
日
件
の
保
有
を
認
め
て
い
る
。

質
問
:
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
取
り
上
げ
た
が
、
依
然
と
し
て
市
民
に
と
っ

て
、
生
活
保
護
受
給
の
窓
口
の
敷
居
は
高
く
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
で

は
な
い
。
利
刻
列
川
射
到
到
叶
剖
剖
1
剥
刷

U
剖
相
同
叫
問
叫
剥
利
引
矧
司

」
出
嗣
側
謝
同
制
同
州
樹
利
明
制
引
叶

d
H
剖
刺
引
制
剖
剖
劃
剖
制
引
叫
司

副
剖
川
州
叫l

答
弁
:
市
の
ウ
エ
プ
サ
イ
ト
や
災
害
発
生
時
の
各
種
支
援
制
度
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
で
も
、
生
活
保
護
受
給
は
市
民
の
権
利
で
あ

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
が
、
今
後
も
、
生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
方
が
た

め
ら
う
こ
と
な
く
相
談
や
申
請
が
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い

J
'
\
。

子
育
て
な
ど
のE
W
-
-
一

働
け
る
宮
思
短
く
明
日
夕4一

収
入
が
少
な
い

F
t
y
f
-

制
服
噌
し
てm
V圃

号奇

骨m A ‘ 
哨醤

宣活保護の申請は I 
国民の権利です。 I

iI副主設を j必委午する弓百三十主主ζ iâ:.C こも I 
竺ものですIil士、たやら tーす.日午ヒー. 

• 2024年 1 月

高
齢
者
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
拡
充
と

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

質
問
:
現
行
万
歳
以
上
8
0
0
0
円
の
儲
劇
劃
婦
サ
ポ
ー
ト
事
裁
の
金
額

制
叶
別
引
引
引
叫
剛
剖
明
引
剖
』
附

1

パ
ス
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら

パ
ス
料
金
無
料
化
も
実
現
す
る
な
ど
、
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
ど
ち

ら
の
要
望
に
も
応
え
る
方
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
布
歳
以
上
で
は
幻
%
が
利
用
し
て

い
る
。
利
用
額
は
、
全
体
で
事
業
開
始
の
2
0
1
5
年
が
1
億
B

、

4
7

6

万
円
、
2
0
2
2
年
は
2
億
3
、
8
1
1
万
円
と
増
加
し
て
い
る
。
高

齢
者
施
策
全
体
の
持
続
可
能
性
、
次
世
代
の
負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
、

現
行
の
事
業
内
容
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
の
中

で
、
(
高
齢
者
が
)
白
一
ら
積
極
的
に
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る

よ
う
支
援
、
促
進
に
資
す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問
;
剤
耐
醐
咽
割
削
樹
咽
樹
剰
川
樹
馴
制
剖
叫
叶
川
寸
同

1

南
相
馬
市

の
叩
万
円
補
助
を
は
じ
め
県
内
で
も
制
度
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
国
の
制
度
化
を
待
っ
て
い
て
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
実
現
は
難

し
い
現
実
を
考
慮
す
れ
ば
、
制
出
制
制
剤
判
q
剥
制
制
剖
制
困
樹
制
凶
什
川

副
ベ
剖
切
削
剖
川
州
叫

l

り

l
h
f

ょ

答
弁
:
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
弘
司

E
d
-
-
、
開

自
治
体
は
、Z
E

市
中
5
市
、
県
内
で
は
u
h
-
-
h耳

ι

市
中
3
市
と
少
数
で
あ
る
。
ま
た
、
全
需
長
会
ス

J
ぷ
臨

で
は
昨
年
6

月
に
国
に
制
度
創
設
を
提
言
し
て
お
j
u

脚

り
、
国
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
必
要
性
に
つ

い
て
慎
重
陪
検
討
し
て
い
く
。

ベ

田
村
町
の
産
業
廃
棄
物
処
分
場
建
設
に
つ
い
て

質
問
:
今
回
の
産
廃
処
分
場
の
建
設
申
請
は
、
田
村
町
b

し
て
は
3
カ
所

目
と
な
る
。
環
境
省
の
通
知
で
、
e
「
申
請
が
法
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す

る
場
合
に
は
、
必
ず
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
左
、
許
可
権
者
(
郡

山
市
長
)
の
裁
量
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
と
と
だ
が
、
一
つ
の

町
に
3
カ
所
の
処
分
場
建
設
は
さ
す
が
に
多
い
の
で
は
な
い
か
。
経
済
発

展
の
た
め
に
、
産
廃
処
分
場
は
必
要
と
考
え
る
人
で
も
、
自
分
の
育
っ
た

町
が
「
産
廃
銀
座
」
と
な
る
な
ど
は
、
決
し
て
容
認
で
き
な
い
と
考
え
る

だ
ろ
う
。
申
楕
を
取
り
下
げ
て
も
る
う
理
由
・
と
し
て
は
十
分
だ
と
思
う

し
、
刷
調
剖
判
剖
樹
剖
引
制
口
利
創
割
削
刻
川
到
到
制
引
剖
酬
州
制
劃
同

凶
刻
制
剖
利
引
叫
対
削
剥
川
刺
叫

l

答
弁
:
環
境
省
の
通
知
の
他
、
札
幌
高
裁
の
判
決
で
も
、
許
可
権
者
に
裁

量
権
は
な
い
と
し
て
い
る
ロ
市
と
し
て
は
、
設
置
許
可
申
請
が
あ
っ
た
場

合
は
、
「
公
平
・
公
正
か
つ
中
立
的
な
立
場
」
で
審
査
を
行
い
、
許
可
の

該
当
性
に
つ
い
て
適
切
に
判
断
じ
て
い
く
。
，

最一…lこ|「ー進諸国は
更に消費税を引き下けた!

コロナ禍、ロシアのウクライナ侵略な

どの要因により、世界各国でインフレが

国民生活を襲つでいる。世界の国々の多

くは、日本の消費税にあたる付加価値税

の緊急の引き下げピ最低賃金の大幅引き

土げなどで国民生活を支援した。ヨーロ

ッパの先進国などでは、この 1~2年で

時給を 500 円以上引き上げ、例えばド

イツが 1 ， 923 円、イギリス 1.875

円、フランス 1.785 円を実現してい

る。日本の現在の最低賃金、全国平均で

時給 1 ， 004 円(福島県は 900 円J

と比較すれば、日本の低賃金は歴然とし

ている。



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出重号 2 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

十需詰-H刊住み出品it 送料(折込料含む)

支出費目を記入

支出自的 句ー一司句司白崎晶一-，~叩---'.._-"，一目叩山由伽や勾叩ゆ--_P骨円台白ωマ-........._--.吋♂円F明叩d ・e町一-ー噌句叩戸問山崎句"ー』白山甲ー{自由同司ー-品叩由時一『ーーー一一ーー崎司帯同

会派「市議会だより J を新聞朝刊に折り込む費用の支払い
(支出事由) トー~一一一一一千一回 一一一一-."一一一一一一一一一一一一一

i 、

会派「市議会だより J 37 ， 500 枚の折り込み費用
一一一

'内 ~ゴでも・

一一一一一一一一一一一一一一一一一一}一一

支出年月日 支 出 先 支出金額

2024 年 1 月 31 日 有限会社 郡山共同印刷 151 ， 800 円

上記のとおり支出します。

遠藤轟議員氏名

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は噂別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



票理整等書収領

別記第11号様式

~ニ....，T~""".-
脚同

一

陶由・園町

一

，圃.圃圃

声?ーーー値幅司・..，，-ー-すでラF
一一 作崎及び料金内塑貫主E竺下

請求書

r
ι、

r
a、

n
u
q
d
 

丹U

守J'
s
 

e
n
u
a
u
 

一
n
斗

3
J

一
!
「
4
4

ム

一
n
u
n
u

.
n
U

吋
J

一
a
A
U
コ
J

378,750 
37,875 

￥416.625 

その他m情報
有限会お沼F山共同印目

小計

税 (10%)

40}QOO 枚

37，500 枚

市議会:だより 12月議会

新聞折込 1月 27日朝刊

自窓共産党郡山栂謹盟締申

• 
、、

kyodou@sea.plala. <

~ 

合計金額(円)
園園田園

会社名

篭話
携帯

電子メールV 

岡

支払いの詳細
受取人名:碍偲会社郡山共荷印刷

銀行名:側大東鋤壬 本店営業部
隷行・支店コード:0514/03G

口座番号:普通 1311317• 
~門市司

言正日本」実在芝痔山芋主義国 禄 No 

: ji( :T: :3今……i.:主i.é-~'引j:J|下ドll;j三三川j川メ与了何出注凶比|[lH出比h:?封ι:7d;討ι:，;lt平一 |;J(ル白;礼バ山μjJJ山μルMμ凶凶-JJJ点ム山よJJん山以k反i字字之::之凶-
但 YはJム..2，点'f)白峨挨椴J合会だ制4打仇す抑畑匂抑息附料恥附附悌、)〆櫛漸緋寅舟T拠附イマザ、 1 

2心4年/月 31 同 上記正に領収いたしました i 
時節-8ω4 福県郡釦市中町争泊二 山・二二一日: ! 

22郡山:共同日lr.'，鰻魁 i
取締役社長・・・・・・・・・・圃鹿期麗 | 
電話 ω扇市琵司扇吾.酔爾!514 ! 

師号 一! 一一一一一 、 i 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

収

、
‘
，J
-

、
町
，J

M
河
一
山
川
河

r
f‘
、
-
，I
、

手
←
等

価
咽
一
恒
明

税
一
税

轟
貫
工
島
宵

靖
明
一
油
川

与真

内訳

乳金

小勿子

手形



• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

272 rrnnX 381 rrnnX 

2 対象外面積

① 28 rrnnX 20 皿=

② 28 rrnnX 20 凹=

③ mmX 血血=

④ mmX mm= 

⑤ mmX rrnn= 

言十

3 按分割合

2 面 207， 264

560 rruff 

560 rruff 

rruff 

rruff 

rruff 

1, 120 mJft. . . � 

五 -7- i X 100 対象外按分率 0.54 % 

4 対象経費算出

IEa. 

支出額 152, 625 円 ﾗ 対象外按分率 0.54 % 825 円・・・記

( 1 円以下切り上げ)

支出額 152, 625 円一泊=対象経費 151 ， 800 円



• 、.
h、

v , 38 t ~'"仇長

M
M月
議
会

報
告を

。の実施施策る守。生活を

:J...1z. 
'い.....fW、

平
副
劃
志
和
日
間
引
到
動
劃
釦
初
出
配
制
劃
以
切
寸
お
宮
ー

d
-

一
請
願2件
の
不
採
択
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
に
先
立
っ
て
日
本
共
産
党
郡
一
昨

一
山
市
議
団
の
遠
藤
隆
市
費
か
、
議
員
と
市
長
等
特
別
職
の
ボ
ー
ナ
ス
引
き
上
げ
に
か
か
わ
る
議

τ

一
案4
件
と
指
定
管
理
者
制
度
の
新
規
導
入
に
か
か
わ
る
議
案2
件
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
、
ま
一

一
た
、
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
→
っ
、
討
論
在
行
い
一

一
ま
し
た
0
4

一

〆
1
1
1
t
i
l
-
-
i
l
s
i
l
l
i
-
-
h
t
e
l
l
t
i
l
i
-
-
-
t

岡
田
市
識
の
-
一
般
質
問

正
規
職
員
増
と
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善

翁
品
一

4P 
nT~~~ 
遭.tとかし

" り市議会だよ
日本共産党郡山市議団

No., 1 53 ，2024年 1 月号

郡山市朝日一丁目 23-7
TEI 024目924-2500

答
弁
;
民
間
企
業
で
の
労
働
者
不
足
に
配
慮
し
、
公
務
の

職
場
で
も
D
X

の
推
進
と
働
き
方
改
革
に
よ
る
適
正
な
人
員
配
置
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
郡
山
市
の
場
合
、
こ
の
4

年
間
の
正
規
職
員
数
の
推
移
は
、
総
人
口
比
で0
・

M
%
か
ら
0

・

M
W
%と
増
加
し
て
お
り
、
適
正
と
考
え
る
。
今
後
も
「
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
(
地
方
自
治
法
}
」
こ
と
を
前
提
に
、
能
率
的
で
効
果
的


な
市
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

質
問

p
こ
の
1
1
2
年
先
進
国
で
は
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
行
い
、
時
給
1

8
0
0

円
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
。
さ
ら
に
圏
内
に
お
い
て
は
時
給
で
最

大
2
1
3
円
の
地
域
較
差
と
い
う
不
合
理
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
直
ち
に

最
低
賃
金
を
全
国
一
律
で
時
給
1
5
0
0
円
に
、
同
時
に
到
制
剤
風
倒
用
制
尉
刷
出
川

制
剖
川
副
叫
引
剛
山
』
凶
引
剖
判
明
引
司
副
州
制
劃
刻
凶
剖
川
州
叫
ー

答
弁
・
今
回
の
改
定
案
で
は
、
行
政
職1
級
9

号
の
場
合
(
会
計
年
度
任
用
職
員
の

初
任
給
)
、
現
在
の
時
給
1
0
3
9
円
か
ら
1
1
1
6
円
と
行
円
増
加
す
る
。
ロ
月

の
期
末
手
当
も
0

・
0
5

月
引
き
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
週
却
時
間
勤
務
の
事
務
職
の

場
合
、
年
目
方
5
8
3
9

円
の
場
と
な
る
。
さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
は
こ
れ
に
加
え

勤
勉
手
当
の
お
万
1
0
3
6
円
が
加
算
さ
れ
る
。

市韓国が反対した議案

0令和 5年度郡山市一般会計補正予算、令和 5 年度郡山市水道事業
会計補正予算、郡山市議会の議員報酬、費用弁償友ぴ期末手
当に関する条例の一部を改正する条例、郡山市長等の給与に
関する条例の一部を改正する条例

1 994年と 2 0 1 9 年の比較で世帯所得が 35~44歳の世

帯で 104 万円、 45~54歳の世帯で 184 万円下がっている

ことが明らかになった(令和 4年内閣府資料)。昨年の日本共産

党市議団が実施した市民アンケートでも 72%の市民がJ生活が'
苦しい J と回答していた。急激な物価高騰が市民生活を襲ってい

ーる今、市政を預かる市長や議員等は市民生活の状況を第一に考え
自らのボーナスの引き上げは、実施すべきではなし、

O郡山庭球場ー等の指定管理者の指定について
郡山庭球場、東部体育館ィ東部スポーツ広場、東部勤労者研修セ

ンターの 4施設の指定管理者をシンコースポーツ株式会社とする

議案は今議会の指定管理者指定議案の中で唯一の新規事業。シン

コースポーツ株式会社は全国康問の営利会社であり、地元経済の

振奥という面でも、市の指定管理者としてはふさわしくない。
0郡山市放課後児童クラブの指定管理者に管理を行わせる施
設の変更について

9 月議会で指定管理者が決定した放課後児童クラブの指定管理

の対象に、新たに 2施設を追加するもので、放課後児童クラプに

指定管理者制度を導入する・とと自体に反対6

日本経済の間れた3聞と l 
「世界て唯一賃金か上からない国」とは.

政府は、この 30 年で労働法制の規制緩和を行い、非正規

労働者を 4割に拡大した。また、人事院に 2 0 0 2 年からの
4年間に 3 度の給与マイナス勧告を行わせたばかりか、比較

対象企業の引き下げ (100 人以上規模から 50 人以上規模

に)による公務員給与表め平均 4 ， 8%減という大幅改悪を

200 6 年に実施させた(その後も数度引き下げ勧告を実

。この公務員給与の引き下げは、連合主導にまる民間労
組の労使協調路線と相まって、日本を世界唯一の賃金の上が
らない固にした。これが、 「失われた 30 年J と呼ばれる日

本経済の衰退の最大の原因だと言われている。

きとした2つの請願

Oマイナンバーカードと健康保険証の一体化は取りやめ現行
.の健康保険証を存続させるよう求める意見書提出の請願
マイナンバーカードの取得は任意であり、会れを取得しなけれ
ば病院にも掛かれ私くなるというのは、完全な公約違反。これを
取り繕うための「望者祐確認書J の発行もつじつ
ま合わせの対症療法であり労力と費用の完全な

無駄遣いであるc

0高齢者無料乗車証交付』の請願
請願者が要望は、共産党市議団や他会派か
らも要望が出されている「パス料金の無料

化J 0 車が使用できない高齢者が生活してい
くうえで行政が保障すべき基本的なインフ
ラのーっと考えるべ



• (2) 

生活保護の申請)ば I 
国民の権利です。 I

主:孟 1草委æ雲ーする司託性Ij 之志疋 l二も I 
あIちの七すIで‘た-手JこI甲子 f 主竺I斗l

生
活
保
護
費
の
さ
ら
な
る
改
善
を

市議会だより

質
問
:
昨
年
印
月
よ
り

生
活
扶
助
費
が
全
世
帯

で
月
平
均
3
%
増
額
さ

れ
た
が
、
こ
の
-
時
食
料

品
は
8
%
、
電
気
代
は

2
1
3
割
値
上
が
り
し

て
お
り
、
3
%
程
度
の

引
き
上
げ
で
は
、
焼
け

石
に
水
で
あ
る
。
ま
た

2
0
1
3
年
か
ら
の
平

均
8

・

3
%
の
大
幅
削
引

き
下
げ
は
回
復
し
て
お

ら
ず
、
生
活
保
護
受
給

者
の
生
活
は
生
き
て
い

く
の
が
や
っ
と
と
い
う
極

貧
状
態
に
な
っ
て
い
る
同

憲
法
で
植
わ
れ
て
い
る
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
保
障
す

る
た
め
に
は
、
制
創
出
制
刷
出
制
樹
制
刻
刻
剖
副
司
別
川
到
問
叫
引
割
以
刷

、
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
生
活
扶
‘
助
費
(
食
費
や
水
光
熱
費
な
ど
の
日
常
生
活
費
)
は
、
5
年

に
1
度
実
施
さ
れ
る
「
全
国
家
計
構
造
調
査
」
に
基
づ
き
、
昨
年
印
月
に
改

訂
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
こ
の
基
準
に
従
い
、
生
活
保
護
制
度
を
適
切
に
実

施
し
て
い
く
。

質
問
;
住
宅
扶
助
費
の
3
万
円
(
単
身
者
〕
と
い
う
額
で
は
、
た
と
え
ば
ア

パ
ー
ト
を
探
す
場
合
、
場
所
や
周
囲
の
環
境
、
住
居
そ
の
も
の
な
ど
、
何
か

我
慢
し
な
け
れ
ば
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
健
康
で
文
化
的
な
生
活
と

γ
つ
な
ら
、
倒
割
樹
刷
到
ベ
割
剖
割
可
凶
1
判
制
叫
引
淵
引
制
四
割
劇
叫
刊

剖
』
例
到
制
覇
州
制
到
叫
司
出
制
川
州
叫
ー
ま
た
、
自
家
用
車
の
保
有
は
、
決

し
て
賛
沢
v
ど
は
言
え
ず
、
地
方
都
市
で
あ
る
郡
山
市
に
お
い
之
は
移
動
手
段

の
確
保
と
い
う
点
で
当
然
の
権
利
と
言
文
る
。
せ
め
て
、
制
剰
開
制

U
廿
川

剖
制
調
刷
朝
叫
倒
創
出
制
樹
明
剖
割
以
引
叫
判
斗
剖
切
出
制
川
州
叫

1

答
弁
:
本
市
の
住
宅
扶
助
費
に
つ
い
て
は
2
0
2
1
年
か
ら
お
年
に
か
け
て

3
回
に
わ
た
っ
て
文
書
で
、

m
年
8
月
に
は
市
長
が
直
接
厚
生
労
働
省
社

会
・
援
護
局
長
に
「
福
島
市
と
同
等
に
な
る
よ
う
」
見
直
し
を
要
望
し
て
い

る
が
、
今
回
も
変
更
は
な
か
っ
た
。
今
後
も
、
引
き
続
き
国
に
対
レ
要
望
し

て
い
く
。
生
活
保
護
法
第
4

条
に
お
い
て
自
動
車
は
資
産
と
し
て
扱
わ
れ
原

則
保
有
は
認
め
ら
れ
な
わ
が
、
「
障
が
い
者
の
通
院
等
」
や
「
公
共
交
通
機

関
の
利
用
が
著
し
く
困
難
な
地
域
に
居
住
す
る
者
の
通
勤
及
び
通
院
等
に
利

用
す
る
な
ど
の
場
合
」
に
は
認
め
ら
れ
る
(
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
実

施
要
領
)
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
こ
の
実
施
要
領
に
従
い
、
本
年
日
月
末
現

在
日
件
の
保
有
を
認
め
て
い
る
。

質
問
:
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
取
り
上
げ
た
が
、
'
依
然
と
し
て
市
民
に
と
っ

て
、
生
活
保
護
受
給
の
窓
口
の
敷
居
は
高
く
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
で

は
な
い
。
利
刻
刻
川
相
刑
判
叶
剖
剖
叶
剥
問

U
出
制
問
叫
削
叫
剥
判
制
矧
司

」
創
嗣
倒
割
削
相
同
制
樹
利
引
制
剖
叶
ゴ
剖
創
制
引
剖
引
制
劃
州
制
引
叫
廿

は
な
い
か
。

答
弁
・
市
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
や
災
害
発
生
時
の
各
種
支
援
制
度
バ
ン
フ
レ
ツ

ト
、
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
で
も
、
生
活
保
護
受
給
は
市
民
の
権
利
で
あ

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
が
、
今
後
も
、
生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
方
が
た
・

め
ら
う
こ
と
な
く
相
談
や
申
請
が
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い

ノ
\
。

¥. 
2024年 1 月

L
f
:
t
!

・!
i
Q
F
M
i

即
時
計
齢
制
短
く
喝
登

収
入
が
少
な
い
ョ
干

J
I
R

持
病
が
惑
他
レ
て

個
げ
な
い

~ y 

隼飴

警察
き少
なな

子育~ A ‘ 
端号

年
金
だ
け
で
は

響
ら
せ
な
い

高
齢
者
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
拡
充
と

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

質
問
;
現
行
花
歳
以
上
8
0
0
0
円
の
鑓
康
長
期
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
金
額

剖
川
淵
引
例
叫
叫
剛
剖
対
引
制
』
同

1

パ
ス
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら

パ
ス
料
金
無
料
化
も
実
現
す
る
な
ど
、
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
ど
ち

ら
の
要
望
に
も
応
え
る
方
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
・
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
花
歳
以
上
で
は
仰
%
が
利
用
し
て

い
る
。
利
用
額
は
、
全
体
で
事
業
開
始
の
2
0
1
5
年
が
1
億
B

、

4
7

6

万
円
、
2
0
2
2
年
は
2

億
3
、
8
1
1
万
円
と
増
加
し
て
い
る
。
高

齢
者
施
策
全
体
の
持
続
可
能
使
、
次
世
代
の
負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
、

現
行
の
事
業
内
容
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
の
中

で
、
(
高
齢
者
が
)
白
一
ら
積
極
的
に
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る

よ
う
支
援
、
促
進
に
資
す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問
;
同
制
崩
咽
割
叫
欄
咽
樹
胴
川
樹
馴
制
困
叫
寸
川
寸
削

1

南
相
馬
市

の
印
万
円
補
助
を
は
じ
め
県
内
で
も
制
度
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
国
の
制
度
化
を
待
っ
て
い
て
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
実
現
は
難

し
い
現
実
を
考
慮
す
れ
ば
、
制
叫
制
制
剤
刊
の
尉
倒
制
制
制
劇
樹
制
叫
到

る
ベ
き
で
は
な
い
か
。

J

り

h
!

ょ

答
弁
:
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
弘
司

A

リ
桝

自
治
体
は
、
中
核
市
白
市
中
5
布
、
県
内
で
は
日
干
詞

1
h
ι

協

ー
‘
、
q
F

ふ

O
B
1生

市
中
3
市
と
少
数
で
あ
る
。
ま
た
、
全
国
市
長
会
7
伊
・

j

明
暗

で
は
昨
年
6
月
に
国
に
制
度
創
設
を
提
言
し
て
お

A
U

酬

り
、
国
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
必
要
性
に
つ
ハ
崎
、

い
て
慎
重
陪
検
討
し
T
い
く
。

田
村
町
の
産
業
魔
棄
物
処
分
場
建
設

っ

て

質
問
:
今
回
の
産
廃
処
分
場
の
建
設
申
請
は
、
田
村
町
と
し
て
は
3
カ
所

目
と
な
る
。
環
境
省
の
通
知
で
、
「
申
請
が
法
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す

る
場
合
に
は
、
必
ず
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
許
可
権
者
(
郡

山
市
長
)
の
裁
量
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
一
つ
の

町
に
3
カ
所
の
処
分
場
建
設
は
さ
す
が
に
多
い
の
で
は
な
い
か
。
経
済
発

展
の
た
め
に
、
産
廃
処
分
場
は
必
要
と
考
え
る
人
で
も
、
自
分
の
育
っ
た

町
が
「
産
廃
銀
座
」
と
な
る
な
ど
は
、
決
し
て
容
認
で
き
な
い
と
考
え
る

だ
ろ
う
。
申
請
を
取
り
下
げ
て
も
も
う
理
由
と
し
て
は
十
分
だ
と
思
う

し
、
刑
制
剖
判
剖
樹
制
対
叫U
M川
剖
割
削
剖
川
到
剣
制
引
制
酬
州
制
到
叫

同
制
削
剖
利
引
叫
廿
凶
創
刊
州
吋

l

答
弁
:
環
境
省
の
通
知
の
他
、
札
幌
高
裁
の
判
決
で
も
、
許
可
権
者
に
裁

量
権
は
な
い
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
設
置
許
可
申
請
が
あ
っ
た
場

合
は
、
「
公
平
・
公
正
か
つ
中
立
的
な
立
場
」
で
審
査
を
行
い
、
許
可
の

該
当
性
に
つ
い
て
適
切
に
判
断
じ
て
い
く
。

ヨーロッパ先進諸国は | 

最低賃金を日本の約2倍 lこ|

更に消費税を引き下げた.

コロナ禍、ロシアのウクライナ侵略な

どの要因により、世界各国でインフレが

国民生活を襲つでいる。世界の国々の多

くは、日本の消費説にあたる付加価値税

の緊急の引き下げ、最低賃金の大幅引き

土げなどで国民生活を支援した。ヨーロ

ッパの先進国な rでは、この 1~2年で

時給を 500 円以上引き上げ、例えばド

イツが 1.923 円、イギリス 1.875

丹、フランス 1.785 円を実現してい

る。日本の現在の最低賃金、全国平均で

時給 1.004 円(福島県は 900 円J

と比較すれば、岡本の低賃金は歴然とし

ている。



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団

運参 議参 遠藤 隆
t 

区 分 事 由 費 目・金 額 小計

|突通費 旅費

11調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

|雪国古骨配品 振込料~~ 

会場費 講師事討金'

出席者負担金・会費 交通費

12 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

|振込料

|会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

13 広 報 費会派市議会だより発行 (広報誌(紙) ￥33， 915 |相 ￥40， Hl8 ........ 

|送料(折込料含む) 干6 ， 273 (掲ク載エ代ブページ

茶菓子代 |振込料

会場費 交通費

14 広 聴、 費 |自動車燃料費 資料作成費

|茶菓子代 振込料

|交通費 旅費

5 
要請・

自動車燃務費 |資料作成費陳情活動費

振込料

会場費 交通費

戸ム-;z;;; 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料
r7 資料作成費

筆耕料 振込料一

法規追録j" 参考図書代

8 資料購入費
1 購新続聞料(同刊紙)

..'"即日 TW'  

等右利料用デ料ータベース 振込料

賃金
，目

山岳 、『夕、'I~ I ""'T 

人 件 費
!振込料

備品購入費
リ『ス代

110 事務所費 消耗品等事務費 |印刷代

|振込料 |闘記ヰ主軸事L

通自動信車運燃搬料費・
電話料等(按分) I由届制止

11 
4 匂_. 守司「

自(按動車分競) ER  その他

支出年月日 2024年3月 6 日
現金出納簿

建島 合計 ￥40， 188 支出番号

一ーー」ーー一一 t一一一



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明主

-'同ト'・.噌，

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名
( 

よT5O 一鶏空事宇務・隣研所究醐費費 11日21 研会通信修議運搬費制・時37轍)広資料費料報作(郵成酬費費明 |1 48 広資料聴購入費費 広報誌(紙)

支出費目を記入

支出目的 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

「市議会だより」の印刷費用
(支出事由) 一一

制"

一一

会派発行市議会だより 1 ， 550 枚を印刷
一--'-------山由

'内
司dゴ曹ー

一一一一一一一一一一一一一一一一 同一

支出年月日 支 出 先 支出金額

2024 年 3 月 6 日 有限会社 郡山共同印刷 33 ， 915 円

上記のとおり支出します。

遠藤 i議議員氏名

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください民



百m理整等書収領

別記第11号様式

解・蜘・咽寸

i領収書及び料金内訳明細書等財付欄

請求書
歪繋蓄寄 T3380002009370 

有限会社
取締役
干963-

福島県郡山市中町15番

20豆斗年2月 20日

日本共産党郡山市謹固御申

0

5

 

n
U

司
J

n
U

守J

Z
司
て

4
4
r

コ

虹
配
「

3

金

36,735 

3 ,673 

詮島袋塁

20.00 

3.70 

小計

税 (10%)

数量

1,550 

1,550 

考区分 内容

. 市議会だより 12月議会増し刷り

新聞折込緑が丘地区

〆
‘ー

合計金額(円)

その他の情報

有限会社郡山共同印刷

024司932-6958

会社名

電話

携繕

電子メール

/ , 

支払いの詳細
受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:側大東銀行 本店営業部

銀行・支店コード: 0514/030 
口座番号:普通 1311317 kyodou@sea.plala.or.jp 
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※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
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広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

272 皿× 381 mmX 

2 対象外面積

① 28 IinnX 20 皿=

② 28 m皿× 20 皿=

③ 皿血× mm= 

④ m皿× mm= 

⑤ 皿皿× 皿皿=

計

3 按分割合

2 面 207， 264

560 Illlfi 

560 Illlfi 

Illlfi 

mm 2 

mIff 

1, 120 Illlfi ..・・並

日 ﾗ 100 対象外按分率 o. 54 % 

4 対象経費算出

IIla. ・・ 1

支出額 34, 100 円 ﾗ 対象外按分率 0.54 910 185 円・・・記

( 1 円以下切り上げ)

支出額 34, 100 円一也=対象経費 33， 915 円
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報 12
月

血斐
~ 

を
0 

の実施

38l tw-lW、

施策る。生活を守

:1.-72.. 

""""御許

刊
は
月
定
例
会
最
終
日
の
は
目
、
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
市
長
が
提
案
し
た
す
べ
て
の
議
案
と

請
願
2

件
の
不
採
択
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
正
先
立
っ
て
日
本
共
産
党
郡

山
市
議
団
の
遠
藤
隆
市
議
が
、
議
員
と
市
長
等
特
別
臓
の
ボ
ー
ナ
ス
引
き
上
げ
に
か
か
わ
る
議

案
4

件
と
指
定
管
理
者
制
度
の
新
規
導
入
に
か
か
わ
る
議
案2件
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
、
ま

た
、
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
さ
れ
た
請
願2
件
に
は
採
択
賛
成
の
立
場
か
ら
、
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

岡
田
市
識
の
一
一
般
質
問

霊 i 正
17J 1 規
山|職
出|員

労 I~
詰|非
実|正

l 規
|職-
i 員

待
|週

刊喜
4{ 

正
規
職
員
の
最
大
の
要
求
が
「
人
員
増
」
で
あ
る
こ
と
、

多
様
化
す
る
市
民
要
望
を
反
映
し
τ
市
職
員
の
業
務
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
到
矧
酬
国
樹

口
引
制
到
司
同
制
け
州
d

答
弁
・
民
間
企
業
で
の
労
働
者
不
足
に
配
慮
し
、
公
務
の

職
場
で
も
D
X

の
推
進
し
乙
働
き
方
改
革
に
よ
る
適
正
な
人
員
配
置
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
郡
山
市
の
場
合
、
こ
の
4

年
間
の
正
規
職
員
数
の
推
移
は
、
総
人
口
比
でO
\

M
%
か
ら
0

・
防
%
と
増
加
し
て
お
り
、
適
正
と
考
え
る
。
今
後
も
「
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
(
地
方
自
治
法
)
」
こ
と
を
前
提
に
、
能
率
的
で
効
果
的

な
市
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

質
問
;
こ
の
1
1
2
年
先
進
国
で
は
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
行
い
、
時
給
1

8
0
0
円
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
園
内
に
お
い
て
は
時
給
で
最

大
2
1
3
円
の
地
域
較
差
と
い
う
不
合
理
が
存
在
す
石
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
置
ち
に

最
低
賃
金
を
全
国
一
律
で
時
給
1
5
0
0
円
に
、
同
時
に
到
制
剤
劇
倒
刷
糊
劃
刷
出
町

給
も
1
5
0
0
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
今
回
の
改
定
案
で
は
、
行
政
職
1級
9

号
の
e場
合
(
会
計
年
度
任
用
職
員
の

初
任
給
)
、
現
在
の
時
給
1
0
3
9
円
か
ら
1
1
1
6
円
と
円
円
増
加
す
る
。
ロ
月

の
期
末
手
当
も
0
・
0
5
月
引
き
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
週m出
時
間
勤
務
の
事
務
職
の

場
合
、
年
同
万
5
8
3
9
円
の
増
と
な
る
。
さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
は
こ
れ
に
加
え

勤
勉
手
当
の
お
万
1
0
3
6
円
が
加
算
さ
れ
る
。

市議団が反対した議案

0令和 5年度郡山市一般会計補正予算、令和5年度郡山市水道事業
会計補正予算、郡山市議会の議員報酬、費用弁償及ぴ期末手
当に関する条例のー部を改正する条例、郡山市長等の給与に
関する条例の一部を改正する条例

1 994年と声 019 年の比較で世帯所得が 35-44歳の世

帯で 104 万円、 45~54歳の世帯で 184 万円下がつでいる

ことが明らかになった(令和 4年内閣府資料)。昨年の日本共産

党市議団が実施した市民アンケートでも 72%の市民が「生活が

苦しいJ と回答していた。急激な物価高騰が市民生活を襲ってい

る今、市政を預かる市長や議員等は市民生活の状況を第一応考え
自らのボーナスの引き上げは、実施すべきではない。、

0郡山庭E車場ー等の指定管理者の指定lこついて
郡山庭球場、東部体育館J 東部ユポーツ広場、東部勤労者研修セ

シターの 4施設の指定管理者をシンコ}スポーツ株式会社とする

議案は今議会の指定管理者指定議案の中マ唯一の新規事業。シン
コースポーツ株式会社l土全国展開の営利会社であり、地元経済の

振興という面でも、市の指定管理者としてはふさわしくない。

0郡山市放課後児童クラフの指定管理者に管理を行わせる施
設の変更について

9 月議会で指定管理者が決定した放課後児童クラブの指定管理
の対象に、新たに 2施設を追加するもので、放課後児童クラブに

指定管理者制度を導入すること自体に反対。

輔副S
畦ーーー

|吋
「世界て唯一賃金か上からない国」とは? 目

政府は、との 30年で労働法制の規制緩和を行い、非正規

労働者を 4割に拡大した。またJ 人事院に 2002 年からの
4年間に 3 度の給与マイナス勧告を行わせたばかりか、比較

対象企業の引き下げ(1 00 人以上規模から 50 人以上規模
に)による公務員給与表の平均 4."8 %減という大幅改悪を
200 6 年に実施させた(その後も数度引き下げ勧告を実

この公務員給与の引き下げは、連合主導にまる民間労

組の労使協調路線と相まって、日本を世界唯一の賃金の上が

らない国にした。これが、 「失われた 30年]と呼ばれる日

本経済の表退の最天の原因だと言われている c

市議団が探択すべきとした2つの請願

0マイナンバーカードと健康保険証の一体化は取りやめ現行
，の健康保険証を存続させるよう求める意見書提出の請願
マイナンバーカードの取得は任意であり、をれを取得しなけれ

ば病院にも掛かれなくなるというのは、完全な公約違反。これを
取り繕うための「妥格確認書」の発行もつじつ
ま合わせの対症療法であり労力と費用の完全な
無駄遣いであるc

0高齢者無料乗車証交付』の請願
請願者が要望は、，共産党市議回や他会派か
らも要望が出されている「パス料金の無料

化」。車が使用できない高齢者か生活してい
くう.えで行政が保障すべき基本的なインフ
ラのムっと考えるべき。
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生
活
保
護
費
の
さ
ら
な
る
改
善
を

質
問
:
昨
年

m
月
よ
り

生
活
扶
助
費
が
全
世
帯

で
月
平
均
3
%
増
額
さ

れ
た
が
、
こ
の
時
食
料

品
は
8
%
、
電
気
代
は

2
1
3
割
値
上
が
り
し

て
お
り
、
3
%
程
度
の

引
き
ょ
げ
で
は
、
焼
け

右
に
水
で
あ
る
。
ま
た

2
0
1
3
年
か
ら
の
平

均
8

・

3
%
の
大
幅
引

き
下
げ
は
回
復
し
て
お

ら
ず
、
生
活
保
護
受
給

者
の
生
活
は
生
き
て
い

く
の
が
や
っ
と
と
い
う
極

貧
状
態
に
な
っ
て
い
る
同

憲
法
で
種
わ
れ
て
い
る
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
保
障
す

る
た
め
に
は
、
制
剖
制
制
刷
剖
剖
樹
刷
剣
剖
剖
削
廿
到
叫
苅
間
同
引
剖
判
叶

、
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
生
活
扶
助
費
(
食
費
や
水
光
熱
費
な
ど
の
日
常
生
活
費
)
は
、
5
年

に
1
度
実
施
さ
れ
る
「
全
国
家
計
構
造
調
査
」
に
基
づ
き
、
昨
年
印
月
に
改

訂
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
こ
の
基
準
に
従
い
、
生
活
保
護
制
度
を
適
切
に
実

施
し
て
い
く
。

質
問
;
住
宅
扶
助
費
の
3
万
円
(
単
身
者
)
と
い
う
額
で
は
、
た
と
え
ば
ア

パ
ー
ト
を
探
す
場
合
、
場
所
や
周
囲
の
環
境
、
住
居
そ
の
も
の
な
ど
、
何
か

我
慢
し
な
け
れ
ば
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
0

・
健
康
で
文
化
的
な
生
活
と

ド
う
な
ら
、
倒
割
制
刷
剣
ベ
覇
割
d
4

創
叫
引
苅
割
問
樹
園
凶
引
，

剖
』
間
引
制
覇
刑
制
引
州
司
同
制
川
州
司
ー
ま
た
、
自
家
用
車
の
保
有
は
、
決

し
て
賞
、
沢v
と
は
言
え
ず
、
地
方
都
市
で
あ
る
郡
山
市
に
お
い
之
は
移
動
手
段

の
確
保
と
い
う
点
で
当
然
の
権
利
と
言
え
る
。
せ
め
て
、
制
剰
開
制
叫
可
川

剖
副
詞
用
制
叫
倒
割
削
鮒
制
明
剖
引
引
引
凶
判
ペ
剖
割
削
剖
川
州
叶

l

答
弁
:
本
市
の
住
宅
扶
助
費
に
つ
い
て
は
2
0
2
1
年
か
ら
お
年
に
か
け
て

3
固
に
わ
た
っ
て
文
書
で
、
辺
年
8
月
に
は
市
長
が
直
接
厚
生
労
働
省
社

会
・
援
護
局
長
に
「
福
島
市
と
同
等
に
な
る
よ
う
」
見
直
し
を
要
望
し
て
い

る
が
、
今
回
も
変
更
は
な
か
っ
た
。
今
後
も
、
・
引
き
続
き
国
に
対
し
要
望
し

て
い
く
。
生
活
保
護
法
第
4

条
に
お
い
て
自
動
車
は
資
産
と
し
て
扱
わ
れ
原

則
保
有
は
認
め
ら
れ
な
わ
が
、
「
障
が
い
者
の
通
院
等
」
や
「
公
共
交
通
機

関
の
利
用
が
著
し
く
困
難
な
地
域
に
居
住
す
る
者
の
通
勤
及
び
通
院
等
に
利

用
す
る
な
ど
の
場
合
」
に
は
認
め
ら
れ
る
(
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
実

施
要
預
)
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
こ
の
実
施
要
領
に
従
い
、
本
年
日
月
末
現

在
日
件
の
保
有
を
認
め
て
い
る
。

質
問
:
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
取
り
上
げ
た
が
、
依
然
と
し
て
市
民
に
と
っ

て
、
生
活
保
護
受
給
の
窓
口
の
敷
居
は
高
く
A

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
で

は
な
い
。
判
刻
刻
川
射
針
到
叶
制
剖
1
剥
用

U
剖
相
同
問
削
叫
剥
叫
引
矧
司

」
割
剖
倒
割
削
制
同
制
樹
利
明
刻
刻
叶
斗
剖
剖
制
引
剖
剖
剖
弼
刑
制
到
叫
司

削
刻
川
糾
吋l

答
弁
:
市
の
ウ
エ
プ
サ
イ
ト
や
災
害
発
生
時
の
各
種
支
援
制
度
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
で
も
、
生
活
保
護
受
給
は
市
民
の
権
利
で
あ

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
が
、
今
後
も
、
生
活
保
措
置
を
必
要
と
す
る
方
が
た

め
ら
う
こ
と
な
く
相
談
や
申
請
が
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い

ノ
、
。

市議会だより2024年 1 月

l -の亡国民の権利で c 

u ち 1干!I!lき 1[; 雲こずる司内li!IiDlどな之に干三
F--予寸んで、たちiI・， )1 てLIIこご婦長ト、ださい

子
育
て
な
ど
の
たt
v
t
g

働
け
苔
時
間
が
短
ぐ
噸P泡
伊
川
』

収
入
が
少
な
い
討
も

J
T
o
t

4険
下百一

鰭
盾
が
題
佑
レ
て

働
げ
な
い

生飴
活料
でが
き少
なな
いく
て

掛金
飯塚市のホームページより

年
金
だ
け
で
は

・
ら
せ
な
い

高
齢
者
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
拡
充
と

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

質
問
:
現
行
花
歳
以
上
8
0
0
0
円
の
働
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
金
制
四

割
U
苅
引
制
叫
叫
剛
判
明
引
剖
判
例
1

パ
ス
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら

パ
ス
料
金
無
料
化
も
実
現
す
る
な
ど
、
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
ど
ち

ら
の
要
望
に
も
応
え
る
方
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
、

答
弁
:
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
花
歳
以
上
で
は
貯
%
が
利
用
し
て

い
る
。
利
用
額
は
ブ
全
体
で
事
業
開
始
の
2
0
1
5
年
が
1
億
B

、

4
7

6

万
円
、
2
0
2
2
年
は
2
億
3
、
8
1
1
万
円
と
増
加
し
て
い
る
。
一
高

齢
者
施
策
全
体
の
持
続
可
能
性
、
次
世
代
の
負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
、

現
行
の
事
業
内
容
を
継
続
じ
て
い
き
た
い
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
の
中

で
、
(
高
齢
者
が
)
自
ら
積
極
的
に
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る

よ
う
支
援
、
促
進
に
資
す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問
;
剤
耐
矧
耐
割
削
樹
瑚
割
嗣
川
矧
刷
制
劇
叫
寸
川
対
同

1

南
相
馬
市

の
ω
万
円
補
助
を
は
じ
め
県
内
で
も
制
度
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
国
の
制
度
化
を
待
っ
て
い
て
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
実
現
は
難

し
い
現
実
を
考
慮
す
れ
ば
、
制
州
刑
制
剤
判
。
到
倒
制
剖
制
劇
樹
制
叫

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
t

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
ぽ
、
中
核
市m同
市
中
5
市
、
県
内
で
は
同

市
中
3
市
ど
少
数
で
あ
る
。
ま
た
、
全
国
市
長
会

で
は
昨
年
6

月
に
固
に
制
度
創
設
を
提
言
し
て
お

り
、
国
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
必
要
性
に
つ

い
て
慎
重
陪
検
討
し
て
い
く
。

ベ

田
村
町
の
産
業
廃
棄
物
処
分
場
建
設
に
つ
い
て

質
問
:
今
回
の
産
廃
処
分
場
の
建
設
申
請
は
、
田
村
町
と
し
て
は
3
カ
所

目
と
な
る
。
環
境
省
の
通
知
で
、
'
「
申
請
が
法
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す

る
場
合
に
は
、
必
ず
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
許
可
権
者
(
郡

山
市
長
)
の
裁
量
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
一
つ
の

町
に
3
力
所
の
処
分
場
建
設
は
さ
す
が
に
多
い
の
で
は
な
い
か
。
経
済
発

展
の
た
め
に
、
産
廃
処
分
場
は
必
要
と
考
え
る
人
で
も
、
自
分
の
育
っ
た

町
が
「
産
廃
銀
座
」
と
な
る
な
ど
は
、
決
し
て
容
認
で
き
な
い
と
考
え
る

だ
ろ
う
。
申
誇
を
取
り
下
げ
て
も
も
う
理
由
と
し
て
は
十
分
だ
と
思
う

し
、
刷
制
剖
判
剖
樹
剖
叫
叫
可
制
創
剰
刺
刻
川
到
剣
制
引
制
附
州
制
劃
叫

削
剥
制
剖
利
引
叫
切
凶
剖
川
州
叫
-

答
弁
・
環
境
省
の
通
知
の
他
、
札
幌
高
裁
の
判
決
で
も
、
許
可
権
者
に
裁

量
権
は
な
い
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
設
置
許
可
申
請
が
あ
っ
た
場

合
は
、
「
公
平
・
公
正
か
つ
中
立
的
な
立
場
」
で
審
査
を
行
い
、
許
可
の

該
当
性
に
つ
い
て
適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

!ヨーロッバ先進諸国は | 

最低賃金を日本の約2信 lこ|

更に消費税を引き下げた I

コロナ禍、ロシアのウクライナ侵略な

どの要因により、世界各国でインフ v;ò;

国民生活を襲つでいる。世界の国々の多

くは、，日本の消費芋にあたる付加価値税

の緊急の引き下げ、J 最低賃金の大幅引き

ょげなどで国民生活を支援した。ヨーロ

ッパの先進国などでは、この 1-2年で

時給を 500 円以上引き上げ、例えばド

イツが 1 ， 923 円、イギリス 1 ， 875

円、フランス 1 ， 785 円を実現してい

る。日本の現在の最低賃金、全国平均で

時給 1 ， 004 円(福島県は 900 円J

と比較すれば、日本の低賃金は歴然とし
高知医療生悔資料よりている。



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明童

~司ー.~-喝 、， 、1"""
( 

区 分 ※該当する区分に0印 費 目 名

1 一世出干長一一一一
5 要請・陳情活動費 送料(折込料含む)

ト一1一o伽 事務所費 支出費目を記入

支出目的 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

(支出事由)
会派「市議会だより」を新聞朝刊に折り込む費用の支払い
一一 一一-一一一一一

~_._-' 

会派「市議会だより J 1, 550 枚の折り込み費用

'内
---' 

一一
~晶1・・

一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一

支出年月日 支 出 先 支出金額

2024 年 3 月 6 日 有限会社郡山共同印刷 6， 273 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 遠藤

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してくださいc
※欄内に貼付できない場合は、別賞己第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。



百m整等書収領

別記第11号様式

理

性竺切竺翌喧字、~~性一一一一一一-一一 一一一-1_-~

請求書
登縁番号 i338ﾖ0020ﾖ9370 

有限会牡郡山共同
取締役
〒963-8004

福島県郡山市中町1

田本共産費郡山市謹団御申

2024年2月20同

金

31 ,000 
5,735 

36,735 
-3,673 

単島組重

その他の情報

郁良会社郡山共同印刷

024・932・6958

内
u
n
u

:
l
n
u

ウ
r

t
叩

L
n
U
司
J

、
同
，ι

小計

税 (10%)

容

. 市議会だより朗議会増し刷り
新聞折込緑が丘地区

合計金額(円}
圃園田園圃圃圃

会社名

電話

傍帯

亀子メ』ル

支払いの詳細
受恩人名:有限会社郡山共同印刷
銀行名:暢夫東銀行 本店営錦B

銀行・支店コード:， 05141 030 
白感替号:普遍 1311~17 kyoçlou@se争・ plala.or.jf>

託百漆安産党部.:-1ct 宇ま桑田様 N0._' ---,--

j;114非羽」42117J1.'. >~ };).ir;'!l 
倶 12再き易会 t::."J ソぷ~~t1匂尋，~ '>:.主的知特込ブヤ‘ j 

ト「

• ~τ 
ヤ.

収
=~"..三額一

領

訳内

-守目、

紙 i

-ー『ーーー __"J

rJ 
/ 

消費税額等( %) 

浦安税額等( %) 

乳マ、金

小幼子

手形

l
，
a
z
e
-
-
r

‘
，

E
L
'
t
f

』
i
b

J 掛番号 :TJ3剖O位aÒ93.7o 仁一ー

重ならないように貼付してください。※複数の領収書等を貼る場合は、



• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

272 凹× 2 面 207， 264381 皿×

2 対象外面積

① 28 ID皿× 20 凹= 560 nnR 

② 28 mmX 20 mm= 560 nnR 

③ mmX mm= nnR 

④ mmX mm= nnR 

⑤ m皿× mm= nnR 

計 1, 120 ID最・・・ 1

3 按分割合

日
立 X 100 対象外按分率 0.54 % 

4 対象経費算出

支出額 6, 308 円 ﾗ 対象外按分率

2 

IDID ・・・ 1

0.54 % 35 円 om

( 1 円以下切り上げ)

支出額 6, 308 円一温=対象経費 6， 273 円



• ¥e 
と;..'-

38t 仲小

報 12
月

k斐
:z4' 

を
0 

の実施施策るを守。生活
一J
月
定
例
会
最
終
日
の
目
、
査
玄
議
が
開
催
さ
れ
、
市
長
が
提
案
し
た
す
べ
て
の
議
案
と

一
請
願2
件
の
不
採
択
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
℃
先
立
っ
て
日
本
共
産
党
郡

一
山
市
議
団
の
遠
藤
隆
市
議
が
、
議
員
と
市
長
等
特
別
職
の
ボ
ー
ナ
ス
引
き
上
げ
に
か
か
わ
る
議

同
案4
件
と
指
定
管
理
者
制
度
の
新
規
導
入
に
か
か
わ
る
議
案2件
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
、
ま

た
、
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
さ
れ
た
請
願2
件
に
は
採
択
賛
成
の
立
場
か
ら
、
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

:2..72.. 
.......m、

p魚舎の e-rs
暗唱回・圃......圃圃f'， IU 圃幽・・

政府は、この 30年で労働糊jの規制緩和を行い、非正規 1・1iT_-Iiii-.'''-
労働者を 4割に拡大した。また、人事院に 2002年からの 1回司司1 ，・・・・・
4年間に 3度の給与マイナス勧告を行わせたばかりか、比較 a.. - - .. 且 ‘ ，ぬ冊え よ0 .，.，.，..
対象企業の引き下げ (100 人以上規模から 50 人以上規模| ー 一1"'" 、 A薗h

に)による公務員給与表の平均4.8%減という大幅改酌|市議会だより .I:� ~‘ 
2006年に実施させた(その後も数度引き下げ勧告を実|一一- 4 守ず 特需刊u…
制。この公務員給与の引き下げは、連合主導による民間労| 日本共産党郡山市議固 い定、 一:1:， 11 

組の労告協調路線と相まうて、日本を世界唯一の賃金山 No. 153 ，2024年 1 月号 • :~" ....~ JI 
国にした こ が、 「失われた 30年]と呼ぼれる日| ‘一' 孟i

本経済広衰退の最大の原因だと言われている.. .-.. --•• 郡山市朝日一丁目 23-7 遺蔵たがし 薗田 蹴

| 百 02的24-2500 ・・・・・・・園田

岡
田
市
識
の
一
般
質
問

正
規
職
員
増
と
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善

恥
引
制
削
れ
引
引
引
引
引
け
叶
川

正
規
職
員
の
最
大
の
要
求
が
「
人
員
増
」
で
あ
る
こ
と
、
園
風

多
様
化
す
る
市
民
要
望
を
反
映
しτ
市
職
員
の
業
務
が
‘
幅

増
加
傾
向
に
あ
る
と
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
国
劇
醐
副
樹

t
E

斗
引
制
覇
明
同
制
川
州
寸
一

答
弁
;
民
間
企
業
で
の
労
働
者
不
足
に
配
慮
し
、
公
務
の

職
場
で
も
D
X

の
推
進
と
働
き
方
改
革
に
よ
る
適
正
な
人
員
配
置
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
郡
山
市
の
場
合
、
こ
の
4

年
間
の
亙
規
職
員
数
の
推
移
は
、
総
人
口
比
で0

・

M
%
か
ら
0

・
白
%
と
増
加
し
て
お
り
、
適
正
と
考
え
る
。
今
後
も
「
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
(
地
方
自
治
法
)
」
こ
と
を
前
提
に
、
能
率
的
で
効
果
的
・

な
市
政
運
営
に
努
め
て
い
く
ロ

質
問
;
こ
の
1
1
2
年
先
進
国
芳
は
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
行
い
、
時
給
1

-
8
0
0
円
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
圏
内
に
お
い
て
は
時
給
で
最

大
2
1
3
円
の
地
域
較
差
と
い
う
不
合
理
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
直
ち
に

最
低
賃
金
を
全
国
一
律
で
時
給
1
5
0
0
円
に
、
同
時
に
剣
剖
桐
劇
倒
刷
糊
周
刷
出
町

制
M
M
則
引
川
町
凶
』
叫
引
剖
判
明
副
司
剖
糾
剖
劃
切
削
創
刊
糾
叫

l

答
弁
:
今
回
の
改
定
案
で
は
、
行
政
職1
級
9

号
の
・
場
合
(
会
計
年
度
任
用
職
員
の

初
任
給
)
、
現
在
の
時
給
1
0
3
9
円
か
ら
1
1
1
6
円
と
円
円
増
加
す
る
。
臼
月

の
期
末
手
当
も
0
・
0
5
月
引
き
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
週
初
時
間
勤
務
の
事
務
職
の

場
合
、
年
同
万
5
8
3
9
円
の
増
と
な
る
。
さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
は
こ
れ
に
加
え

勤
勉
手
当
の
お
万
1
0
3
6
円
が
加
算
さ
れ
る
。

41 

市韓国が反対した議案

0令和 S年度郡山市一般会計補正予算、令和 5年度郡山市水道事業
会計楠正予算、郡山市議会の議員報酬、費用弁償友ぴ期末手
当に関する条例の一部を改正する条例、郡山市長等の給与に
ー関する条例の一部を改正する条例

1 994年と 2 0 1 9 年の比較で世帯所得が 35~44歳の世
帯で 104 万円、 45~54歳の世帯で 184 万円下がつでいる

ことが明らかになった(令和 4年内閣府資料)。昨年の日本共産

党市議団が実施した市民アンケートでも 72%の市民が「生活が'

苦しいJ と回答していた。急激な物価高騰が市民生活を襲ってい
る今、市政を預かる市長や議員等は市民生活の状況を第一に考え

自らのボーナスの引き上げは、実施すべきではない。

0郡山庭球犠等の指定管理者の指定について
郡山庭球場、東部体育館、東部スポーツ広場、東部勤労者研修セ

シターの 4施設の指定管理者をシンコースポーツ株式会社とする

議案は今議会の指定管理者指定議案の中で唯一の新規事業ヤシン

コースポーツ株式会社は全国康開の営利会社であり、地元経済の

振興という面でも、市の指定管理者としてはふさわしくない。

0郡山市放課後児童クラフの指定管理者に管理を行わせる施
設の変更について

9 月議会で指定管理者が決定した放課後児童クラブの指定管理

の対象に、新たに 2施設を追加するもので、放課後児童クラプに

指定管理者制度を導入すること自体に反対。

全

|悶斉のいた30日 | 
「世界て唯一賃金か上からない国」とは? 目

市議団が採択すべきとした2つの請願

0マイナンバーカードと健康保険証の一体化は取りやめ現行
'の健康保険証を存続させるよう求める意見書提出の請願
マイナンバーカードの取得は任意であり、 :tれを取得しなけれ
ば病院にも掛かれなくなるというのは、完全な公約違反。これを
取り繕うための r~富裕確認書」の発行もつじつ
ま合わせの対症療法であり労力と費用の完全な
無駄遣いであるe

0高齢者無料乗車証交付』の誇顕
請願者が要望l立、共産党市議団や他会派か
らも要望が出されている「パス料金の無料
化j 。車が使用できない高齢者が生活してい
くう.えで行政が保障すべき基本的なインフ
ラのーっと考えるべき。



• (2) 

l -の申請は j 国民の権利です。 I
主舌 l宰 q琶をじをこするiJfiiI十主Iilごな之 i こモ E 
F，之モナF 寸 111 で、たl1iIIらわuこご干n: ださい.

生
活
保
護
費
の
さ
ら
な
る
改
善
を

質
問
:
昨
年

m
月
よ
り

生
活
扶
助
費
が
全
世
帯

で
月
平
均
3
%
増
額
さ

れ
た
が
、
こ
の
ー
時
貸
料

品
は
8
%
、
電
気
代
は

2
1
3
割
値
上
が
り
し

て
お
り
、
3
%
程
度
の

引
き
上
げ
で
は
、
焼
け

石
に
水
で
あ
る
。
ま
た

2
0
1
3
年
か
ら
の
平

均
8

・

3
%
の
大
幅
引

き
下
げ
は
回
復
し
て
お

ら
ず
、
生
活
保
措
置
受
給

者
の
生
活
は
生
き
て
い

く
の
が
や
っ
と
と
い
う
極

貧
状
態
に
な
っ
て
い
る
同

憲
法
で
植
わ
れ
て
い
る
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
保
障
す

る
た
め
に
は
、
醐
射
出
制
刷
剖
剖
制
制
剣
剖
剖
削
廿
剖
叫
苅
問
叫
引
剖
判
明

、
引
副
詞
州
制
到
州
司
出
制
川
州
叫

l

答
弁
;
生
活
扶
助
費
(
食
費
や
水
光
熱
費
な
ど
の
日
常
生
活
費
)
は
、
5
年

に
1
度
実
施
さ
れ
る
「
全
国
家
計
構
造
調
査
」
に
基
づ
き
、
昨
年
四
月
に
改
一

訂
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
こ
の
基
準
に
従
い
、
生
活
保
護
制
度
を
適
切
に
実
一

施
し
て
い
く
。
一

質
問
;
住
宅
扶
助
費
の
3
万
円
〔
単
身
者
)
と
い
う
額
で
は
、
た
と
え
ば
ア
一

パ
!
ト
を
探
す
場
合
、
場
所
や
周
囲
の
環
境
、
住
居
そ
の
も
の
な
ど
、
何
か

我
慢
し
な
け
れ
ば
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
健
康
で
文
化
的
な
生
活
と

τ
ド
う
な
ら
、
倒
割
制
制
剤
ベ
劇
劇
割
叶
出
1
判
制
叫
引
苅
引
判
間
割
周
間
引

剖
』
例
引
制
覇
州
制
引
叫
司
副
剖
川
州
叫
ー
ま
た
、
自
家
用
車
の
保
有
は
、
決

し
て
第
沢
・
と
は
一
言
え
ず
、
地
方
都
市
で
あ
る
郡
山
市
に
お
い
て
は
移
動
手
段

の
確
保
と
い
う
点
で
当
然
の
権
利
と
言
え
る
。
せ
め
て
、
制
剤
開
制
叫
相
川

剖
削
岩
刑
制
叫
倒
割
削
鮒
倒
叫
剖
到
以
引
叫
利
ぺ
剖
叶
同
制
川
州
刷
ー

答
弁
:
本
市
の
住
宅
扶
助
費
に
つ
い
て
は
2
0
2
1
年
か
ら
お
年
に
か
け
て

3
回
に
わ
た
っ
て
文
書
で
、
幻
年
8
月
に
は
市
長
が
直
接
厚
生
労
働
省
社

目
会
・
援
護
局
長
に
「
福
島
市
と
同
等
に
な
る
よ
う
」
見
直
し
を
要
望
し
て
い

一
る
が
、
今
回
も
変
更
は
な
か
っ
た
。
今
後
も
、
引
き
続
き
国
に
対
し
要
望
し

一
て
い
く
。
生
活
保
護
法
第
4
条
に
お
い
て
自
動
車
は
資
産
と
し
て
扱
わ
れ
原

一
則
保
有
は
認
め
ら
れ
な
わ
が
、
「
障
が
い
者
の
通
院
等
」
や
「
公
共
交
通
機

一
関
の
利
用
が
著
し
く
国
難
な
地
域
に
居
住
す
る
者
の
通
勤
及
び
通
院
等
に
利

一
周
す
る
な
ど
の
場
合
」
に
は
認
め
ら
れ
る
{
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
実

一
施
要
領
)
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
こ
の
実
施
要
領
に
従
い
、
本
年
日
月
末
現

-
在
日
件
の
保
有
を
認
め
て
い
る
。

質
問
:
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
取
り
上
げ
た
が
、
-
依
然
と
し
て
市
民
に
と
っ

て
、
生
活
保
護
受
給
の
窓
口
の
敷
居
は
高
く
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
で

は
な
い
。
利
刻
列
川
矧
判
到
判
制
剖
可
剥
刑

U
剖
制
国
一
叫
副
叫
剥
利
引
瑚
叫

」
剖
嗣
倒
割
削
制
開
制
樹
利
明
刻
刻
叶

d
H
創
矧
引
制
引
制
劃
州
制
引
制
司

凶
創
刊
糾
叫
l

答
弁
・
市
の
ワ
エ
プ
サ
イ
ト
や
災
害
発
生
時
の
各
種
支
援
制
度
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
で
も
、
生
活
保
護
受
給
は
市
民
の
権
利
で
あ

る
こ
左
を
明
記
し
て
い
る
が
、
今
後
も
、
生
活
保
措
置
を
必
要
と
す
る
方
が
た


め
ら
う
こ
と
な
く
相
談
や
申
請
が
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い

〆
、

市議会だより• 2024年 1 月

子
育
て
な
ど
の
た
め
凶

y
g

圃
け
苔
時
間
が
短
く
明
仁
淘

r
M』

昭
入
が
少
な
い
百
戸
、
1

持
痛
が
恵
他
し
て

働
げ
な
い

"'" -ぽ5請書

年
金
だ
け
で
は

・
ら
せ
な
い

高
齢
者
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
拡
充
と

補
聴
器
障
入
補
助
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

質
問
;
現
行
犯
歳
以
上
8
0
0
0
円
の
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
盛
綱

剖
川
刻
引
叫
川
副
同
出
叶
引
剖
』
刷

1

パ
ス
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら

パ
ス
料
金
無
料
化
も
実
現
す
る
な
ど
、
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
ど
ち

ら
の
要
望
に
も
応
え
る
方
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
百
歳
以
上
で
は
貯
%
が
利
用
し
て

い
る
。
利
用
額
は
)
全
体
で
事
業
開
始
の
2
0
1
5
年
が
1
億
B

、

4
7

6

万
円
、
2
0
2
2
年
は
2

億
3
、
8
1
1
万
円
と
増
加
し
て
い
る
)
高

齢
者
施
策
全
体
の
持
続
可
能
性
、
次
世
代
の
負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
、

現
行
の
事
業
内
容
を
継
続
じ
て
い
き
た
いa

少
子
高
齢
化
の
進
行
の
中

で
、
(
高
齢
者
が
)
自
司
ら
積
極
的
に
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る

よ
う
支
援
、
促
・
進
に
資
す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
ぐ
。

質
問
向
醐
剰
醐
剖
叫
樹
醐
舗
網
川
樹
刷
制
劇
叫
叫
川
甘
同

1

南
相
馬
市

の
凶
万
円
補
助
を
は
じ
め
県
内
で
も
制
度
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
国
の
制
度
化
を
待
っ
て
い
て
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
実
現
は
難

し
い
現
実
を
考
慮
す
れ
ば
、
割
削
制
制
剤
引

q
到
制
制
刻
制
劇
樹
制
叫
刈

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

よ

答
弁
:
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
問

自
治
体
は
、
中
核
市
ω

市
中
5
市
、
県
内
で
は
日
錨

市
中
3
市
長
」
少
数
で
あ
る
。
ま
た
、
全
国
市
長
会
闘

で
は
昨
年
6
月
に
国
に
制
度
創
設
を
提
言
し
て
お
酬

り
、
国
の
動
出
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
必
要
性
に
つ

い
て
慎
重
必
検
討
し
て
い
く
。

田
村
町
の
産
業
魔
棄
物
処
分
場
建
設

っ

て

質
問
:
今
回
の
産
廃
処
分
場
の
建
設
申
請
は
、
田
村
町
と
し
て
は
3
カ
所

目
と
な
る
。
環
境
省
の
通
知
で
、
「
申
請
が
法
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す

る
場
合
に
は
、
必
ず
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
許
可
権
者
{
郡

山
市
長
)
の
裁
量
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
一
つ
の

町
に
3
カ
所
の
処
分
場
建
設
は
さ
す
が
に
多
い
の
で
は
な
い
か
。
経
済
発

展
の
た
め
に
、
産
廃
処
分
場
は
必
要
と
考
え
る
人
で
も
、
自
分
の
育
っ
た

町
が
「
産
廃
銀
座
」
と
な
る
な
ど
は
、
決
し
て
容
認
で
き
な
い
と
考
え
る

だ
ろ
う
。
申
請
を
取
り
下
げ
て
も
ら
う
理
由
と
し
て
は
十
分
だ
と
思
う

し
、
制
調
剖
判
剖
樹
制
対
叫
叶
吋
判
制
割
削
制
川
劃
剣
制
到
制
附
刑
制
劃
叫

凶
刻
州
制
利
引
叫
対
同
制
川
州
叫
l
.

答
弁
:
環
境
省
の
通
知
の
他
、
札
幌
高
裁
の
判
決
で
も
、
許
可
権
者
は
裁

量
権
は
な
い
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
設
置
許
可
申
誇
が
あ
っ
た
場

合
は
、
「
公
平
・
公
正
か
つ
中
立
的
な
立
場
」
で
審
査
を
行
い
、
許
可
の

該
当
性
に
つ
い
て
適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

ヨーロッバ先進諸国は | 

最低賃金を日本の約2信!こ|
更に消費税を引き下けた I
コロナ禍、ロシアのウクライナ侵略な

どの要因により、世界各国でインフレが

国民生活を襲つでいる。世界の国々の多

くは、白日本の消費説にあたる付加価値税

の緊急の引き下げイ最低賃金の大幅引き

上げなどで国民生活を支援した。ヨーロ

ッパの先進国などでは、この 1~2年で

時給を 500 円以上引き上げ、例えばド

イツが 1 ，. 923 円、イギリス 1 ， 875

円、フランス 1 ， 785一円を実現してい

否。日本の現在の最低賃金、全国平均で

時給 1 ， 004 円(福島県は 900 円J

と比較すればき日本の低賃金は歴然とし

ている。



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 ー輯 4ι 起業者'1，;..1..0-.......-.7、，占嗣

会派名 日本共産党郡山市議団 空襲 護霊 遠藤 隆蓄量
Eま 分 事 由 費 目・金 額 小計

交通費 |旅費

11 調査研究費 ;自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

|会場費 l 霊量邑.'"醤&

|出庶岩畠拍.(g・会費 交通費

12 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

|振込料

ト会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 |広報誌(紙) l$bt色盲等印刷費

|送料{折込料含む) げ掲載エ代ブベージ

茶菓子代 l振込料

-〆f 会場費 |交通費

広 穂 費 自動車燃料費 |資料作成費

|茶菓乎代 |振込料

交通費 旅費

15 
要誇・

自動車燃料費 資料作成費
陳情活動費

!振込料

i会場費 交通費

6 議 費 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料

'1印刷製本普 翻訳料
平 資料作成費

筆耕料 振込料

法銭追録代 参考図書代

資料購入費
月刊誌「住民と自治J |購新読聞料{日制紙) 事9， 600 事9 ， 600
(2023年10月 '""3月分)

'1.....""....'，J-，.rrw・

l振込料

賃金 v 寸

人 件 費
振込料

|鮎購入費 ロース代

~10 事務所費 |消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通自 信運搬・
電話料等(按分) |盛恒料望書

動車燃料費 川自動按分車車) ,, |その他

支出年月日 2024年3月 11 日 現金出納簿 警暴 合計 手9， 600
支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明主

「、ーー， H4 # 

' 
Z略語辞

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

雑誌等購読料

支出費目を記入

支出目的 『一一
一一一一一山一

(支出事由}
月刊誌「住民と自治J 購読料の支払い

月刊誌「住民と自治J 2023 年 10 月号""'2024 年 3 月号
一 山一

容 各 2 冊'内 --“自明輔自輔副噌同-圃叩E・e・抽晴世田幅引目白...... ・叩-悼碑._---・四輔副・司帽『酬明時晴明間帽岨四割酬申世『‘明白--句酔骨四個M山田植白骨d四回同世帯相由肝崎山脚"叫叩ーーー・・・曲目申~ , ーー吋制司岨白自制品、 同『慣・・ー・問団'“4・・咽4凶目岨咽ーーー・司~“-叩帽』

支出年月日 支 出 先 支出金額

2024 年 3 月 11 日 福島自治体問題研究所
, 

上記のとおり支出します。

ム』 ー一一ー一一一ー 』ーー_k一一』 一一ー~一一一~一一

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

J 

議員氏名

、

、
、

領 収 証一
弘正式主Jえぷ:~ム市総凶

ヲ街 十~ ;; ()O --

9， 600 円

、一

遠藤島

様 f N'ö;~:~>{;~~ì'f~j'

但 ff出メ」A 川;0 H ~ ~;/ ~U，:~'i ，3防白耐M
二 一.'えod 〆年 J 月// 日 上記正に領収いたしました J 一三一

け区ト入|

川1. jl; I 

コクヨ ウケー1097

同九l認F MWjJ榊何
富士) 帆

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付して〈ださい。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書、等整理票」に貼付してください。



2024年3月 1 日発行(毎月1 日 Jim巻731 号/昭和:38年 10月 10同第二橿郵便物認可

• 
己田町四n 目~V.J町日比人乙/

ミム
ノロと

2CJ24.MAR. 

J UMIN  T ロ JI ロ HI M ロ NTHLY

能登半島地麗のお見舞い也被災地の復興のために 中山徹

G参戦争する骨づくりと地方自治一「分恥から「集権jへの蹴
f地方分権改革130年の歩みを振り返る一中央集権化と地方自治との対抗ー岡田知弘
第~3次地方制度調査会答申におけるf補充的指示権j 榊原秀諒|
「戦争をする箇づくりJと地方自治 永山茂樹
辺野古問題一代制予訴訟と地方自治の危機 徳田博人

a昨度政府予算案と地方財政の焦点 川瀬憲子

FOCUS. -第三期国保運営方針でどうなる国民健康保険料(税)負担
~「保険料水準統一」で国保の構造的な財政問題は解決できるのか~ 神田敏史

{新連載}暴走する大阪万博一維新・政府の虚妄を斬る
第l回 万博中止して被災地に回せーカジノのための夢洲万博、災害時に孤立! 中山直和

編
集
阻



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団 毒事 警暴
」

隆種参遠藤

区 分 事 由 費 自 金 額 小1 計

交通費 (旅費 i 

111調査研究費 自動車燃料費 (計三成費

調盆安吉古賀 l振込料

|会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 |交通費

[21研 修 費 |旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

|緩込料

I 
|会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

広 報 費 広報誌(紙) l報告書等印刷費

送料{折込科含む) |掲ウ載ェ代ブページ

茶菓子代 |振込料

|会場安 受通費

|広 聴 費 自動車燃料費 I也期Uk占畠, .... 戸川円

|茶菓子代 振込料

交通費 旅費

情活動費
自動車燃料費 資料作成費

(振込料

|会場費 |交通費

Azzh z 議 費 自動牽燃料費 f世主Ukd今畠
1~'I-llr-I""""'~ 

t 援込料

印刷製本、費 |翻訳料
|資料作成費

筆耕料 |鍍込料

|参考図書代む民夫昆'"男恥1 、

g |資料購入費 新(20聞23 「全国農業新聞」 勝新潤続料(日刊紙) 雑誌等購読料 ￥4， 760 干4， 760 
年9月 ~3月分)

有等料利用デ料4タベ「ヌ 振込料

賃金 社会保険料等
人 イキ 費

振込料

備品購入費 lú=実Æ~

|事務所費 l拙起口紳 曲

印刷代4'J;t;J j、

|振込料 百日送手数料
l 

ほ1自虚動イ言車運燃搬料費・
|電話料等(按分) |並届削枯

111 
|司叫"><-'I-I ""Q

|自(按動車分燃)! ER  その他

支出年月日 2024年3月初日
現金出納簿 警暴 合計 ￥4， 760 
支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明主

-一司・

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 土2 ー研む修竺費費 i(37 広資料報{備f 費費 向1'4 資広料聴購入費費5 要請・陳情活動費 雑誌等購読料
~一一一一
10 事務所費 11 通信運搬 d 自動車撚料費(郵便料等) 支出費目を記入

支出目的 町四回』叩ー"一一句-~一一一崎一一日叩一一←一一ー円一一一町一'一“一司一一命叩勾』一-】ゆ...R_..........・ー-ー~-一-一切閉山山一一一-一一隣町明日向司

新聞「全国農業新聞」購読料の支払い
(支出事由) 吋-'-一戸今ーー・ ~ v一一一一一

新聞「全国農業新聞j 令和 5 年 9 月~令和 6 年 3 月
一一一一一-- 一

'内 廿"'"'‘ 。70Cì 円 X7 月分
一司

支出年月日 支 出 先 支出金額

2024 年 2 月 19 日 郡山市全国農業新聞普及連絡会 4, 760 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 遠藤隆
一一一 」一一 一

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

-毎週金積日発行

.9 月分

@700 同 x 4/5 遇 =560 円 (A}
No. 

• 10 月 "'-'3 月 預り 証令和 ι 年斗月，1 日唖7合O 円 X6' カ月 =4， 200 円(lヨ)

上記合計

(A) + (13) '"4 ， 760 問

日弓?と完記長長崎議1ヤ

￥尽~均一

但し全国農業新聞購読料(-R~ -'f ~ R6 , 3 ) 
@700円 x (1--月=仏蜘訓
上記金額正にお預かりいたしました。

郡山市全国農業新聞普
代表

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

として

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



別記第 l 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団

空襲 警暴 遠藤 隆事
区 分 事 (ﾍl 費 目 金 額 1]、計

|交通費 !旅費

1/調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 娠込料

|会場費 抽恒輔

I UfT....，.叩同

出席者負担金・会費 交通費

121研 修 費 |旅費 自動車燃料費

|胸削 JM..!>揖 l食糧費'‘ I jrμ"" .. 崎弘

1振込料

会場委 交通費

自動車燃料費 I l!><血U..e~伶島
1""' 

, ... _-"", 

131広 幸昼 費 広報誌〈紙) 土n"ー
、 H 園 .~ 

|送料(純粋含む) |掲ワ載芹代ブページ

も..唱睡'7 振込料}軍需 J I ~ 

|会場喪 交通費

広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

|茶菓子代 |領込料

交通費 |服費
要請・

自動車燃料費 |資料作成費陳情活動費

|振込料

!会場費 i交通費

g; 議 費 自動車燃料費 I~ 作成費

• 振込料

• 閉店If観主審 |翻訳料
17 資料作成費 「

筆耕料 |振込料

|法規追録代 参考図書代

8 l資料購入費|農(20民2連週刊「農民J |購新読聞料(日刊紙) ￥4， 998 事4， 998
3年9月 ~3月分)

|諸おタベ-;;< l振込料

貸金 社会保険料等
9 人 件 費

|援込料

|備品購入費 9 ・ス代

事務所費 b山師ロ 温也 |印刷代!町伊...J-I.... ""<T ."...v;r.F' 

|振込料 l目当埠品事"
IRI"J~ ... 7v' 

l白通致信事運燃搬料費・
電話料等(按分)， 郵便料等

|自(按動分車燃)料費 |その他

支出年月日 2024年3月25 日 現金出納簿 弓欝 合計 事4， 998
支出番号

占占ー E 4 ・圃圃圃園田 ....... 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明童

，司

一"'...".....，

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

tZ言語一時計J~1~:~ ゐ:ι 雑誌等購読料

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

支出目的 同一一一一一一一一}ー・

新聞「農民」購読料の支払い
〔支出事由) 一一一一一一一一一一一一一

郡山地方農民連の新聞「農民j 2023 年 9 月 "'2024 年 3 月

'内
廿...... 

E酔

…一一一一一一一… 。 一一

支出年月日 支 出 先 支出金額

2023 年 12 月 2-5日 郡山地方農民連 4， 998 円

上記のとおり支出します。

遠藤隆奇襲議員民名
，----ー 一一 一一一一 i ー

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄、

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないよう民貼付してください。
※欄内iこ貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



• 

別記第11号様式 ノ
f 

領収書等整理票

....,. -司

|領収書及び料金内釈明細書等貼付欄

/ 
請求書

日本共産党郡山市議団様

下記の通りご請求申し上げます。

ご請求金額

内 E官h 

新聞農民2023年9月~2024年3月

￥4， 998-

数量 単位

7 ヶ月

単価

714 

合計

郡
干963-0201

TEL.FAX 024-951 

(消費税対象外)

金額

4,998 

4 ,998 

備考

同封の郵便局振込用紙でお振込みいただくか、下記口座にお振込みください。
郡山信用金庫東支店普通1088117 /福島さくら農協中田支店普通0004599

-会費は当月分を10日までに支部会計へ!!

領 収 書 No 

日J齢煎み謡、問様
l金額 8 叩斗1 柄引{!

101'3 年 1 .2月 2r 日

信著書診郡山地方
福島県郡山市大槻町
電話・ FAX(024)

係 国圃ーすー~

I~.....--'-'- 一一一一一一一一一一一 一

え一宮 :1023'偉 qFl v， fj 分守{併7~ '1t'rf'l円
告5開会伊向413明月分 J.!-.9tUf 円
特別会費 円
その他 円

以複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



別記第 1 号様式

代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団

重警 遠藤 隆 奇襲
区 分 事 由 安 回・金 額 小計

|突通費 !旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

|阪IJêI:望号阿賀 }振i卒料

会場費 彦副.

1"骨問問1=

出席者負担金・会費 交通費

12 研 {i$ 費 成費 自動車燃料費

i資料作成費 |食湿費

|振込料

t 
会場費 l交通費
自動車燃料費 l資料作成費

|広 報 費|会派市議会だより発行 広報誌(紙) 事210， 5&0 院 H 閏可 1刷費 ￥422， 884 

剛腕憎む) ￥152 ， 304 l掲h載代プページ
、

法詞r71.bo 振込料1~='f(: J/1 、

|会場費 ~通費

|広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

|茶菓子代 |振込料

.交通費 |旅費

情活動費 自動車燃料費 資料作成費

緩込料

会場費 |交通費

16 d3L 3Z 議 費 自動車燃料費 |抽 Ik !::P.o臨
|且ヤげ，""... 

• • 援込料

同J |翻訳料
7 |資料作成費

筆耕料 |振込料
法規追録代 |参考図書代

8 資料購入費 |勝新続聞料(日刊紙) 雑誌等購読料

有料データペ-Ã [振込料等利用料

賃金 1%+ム担時制盤

費
l'占oJ-'\ v ， '"'r，.，

人 件
振込料

l備品購入費 リ -ス代I

事務所費 消耗品等事務費 印刷代

援込料 l即3羊壬遺骨裳L

i電話料等(按分) |荷札

11 
l 声t動按車分規)\1'1"" その他

支出年月日 2024年3月 31 日 現金出納簿 審 合計 ￥422 ， 884 支出番号
L--



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
-司恒.~晶園唱 島~ 、，

、

1司...... 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 !12日 研会 議修 費費 (i37) 広資料報作成費費 1i4tf広塑聴主費主
5 要請 p 陳情活動費 広報誌(紙)
一一一一一一

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

吋

支出目的 ~ 団四四割四・・・『・・刷嗣.帽司桐叫嶋田四占帥輔副H・--~・4例目梧桐唱曲ーー関山岨'田・晶画-“曲目輔坤品情"“" 一一一一一一一一一一一日一

「市議会だより J の印刷費用
(支出事由) ト一一ー 旬_.， マーー・司

会派発行市議会だより 42 ， 500 枚を印刷

'内
廿r:!:-::.・

回圃-岨咽咽圃由.恒開--胴嗣.嗣噂..岬.圃-“.目...柚-柑晶'伺咽曲咽目“由.恒-一骨輔四-剖由.帽-噌.目-叫悼a咽輔-副唱巾.輔咽由..岨.咽叫伺.軒-司.柚“-咽由.山一-戸聞.一.骨-品‘司司圃一-開凹噛-~司"甲-輔岬申帽.岬圃.幽_.咽--戸圃-由-四岨-司-喝白-司刷-由.司-岨回 一一一一

支出年月日 支 出 先 支出金額

2024 年 3 月 28 日 有限会社 郡山共同印刷 270， 580 円

上記めとおり支出します。

遠藤重量議員氏名
一一一一

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票1 に貼付してください。



• 

• 

別記第11号様式

領収書等整理票

l領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

請求書
2024年3月27日

日本共産党郡山市議団御申

区分 内容

市議会だより 3月議会

新聞折込代 3月 31日朝刊

備考 数量

42,500 

37,500 

枚

枚

... 

萱諒膏寄 T3380002009370 
有限
取締役
干963-8004

福島県郡山市中町1

~金

5.80 

3.70 

246,500 

138,750 

小計 385,250 
税 (10%) 38,525 

合計金額(円) ￥423.775 

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:制大東銀行 本店営業部

銀行・支店コード: 0514/030 
口座番号:普通 1311317

会社名

電話

携帯

電子メール

そのイ由の』情幸&

有限会社郡山共同印刷

024-932-6958 



• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 皿× 381 皿×

2 対象外面積

① 18mmX 25mm= 

② m皿× mm= 

③ 血皿× 皿皿=

④ 
r 

mmX m皿=

⑤ 皿皿× mm= 

言十

3 按分割合

2 面= 206, 502 

450 InIfi 

1ﾍ1Iff 

InIfi 

mm 2 

mIff 

450 InIfi •. . . ii 

証 7 X 100 対象外按分率 0.21 % 

4 対象経費算出

ma. 

支出額 271 , 150 円 ﾗ 対象外按分率 0.21 % 570 円・・・血

(1 円以下切り上げ)

支出額 271 ， 150 円一世=対象経費 270.580 円



3

月
議
会

報
告わす国の悪政?ま許せない市民生活をと

3

月
定
例
会
最
終
日
の
3

月
川
目
、
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
市
E
Rか
提
案
し
た
す
べ
て
の
議
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
1

件
が
採
択
さ
れ
、
他
の
4

件
の
請
願
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
岡
田
市
議
の
代
表
質
問
、

遠
藤
市
議
の
一
般
質
問
と
、
4
日
の
令
和
5

年
度
補
正
予
算
議
案
先
議
の
際
の
岡
田
市
議
の
反

対
討
論
、
最
終
日
の
遠
藤
市
議
の
討
論
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

岡
田
市
識
が
行
っ
た
代
表
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す

国
保
税
の
負
担
に
つ
い
て

質
問
・
2
0
1
4
年
全
国
知
事
会
は
、
国
保
の
保
険

料
負
担
が
重
い
の
は
「
国
保
の
構
造
問
題
」
だ
と
し

て
、
公
費
の
l

兆
円
投
入
で
高
す
ぎ
る
国
保
料
を
協

会
け
ん
ぽ
並
み
に
引
き
下
げ
る
よ
う
国
に
要
望
し
た
。

Z

今
、
凶
年
前
と
比
較
し
て
も
、
加
入
者
の
生
活
困
難
は

強
ま
っ
て
お
り
)
保
険
料
め
引
き
上
げ
な
ど
加
入
者
本
人
の
努
力
だ
け
で
は
、

い
か
ん
と
も
し
が
た

h
限
界
に
き
て
い
る
。
国
庫
負
担
を
1
兆
円
増
や
す
と
と

も
に
、
加
入
者
の
負
担
を
減
ら
す
留
保
の
犠
造
改
革
が
今
す
ぐ
必
要
で
は
な
い

.
カ答

弁
・
本
市
で
は
、
加
入
者
の
中
で
前
期
高
齢
者
の
割
合
が
必
・
7
%
、
約
6

割
が
税
の
軽
減
対
象
で
あ
り
、
一
入
当
た
り
の
医
療
費
も
協
会
け
ん
ぼ
の
2

倍

を
超
え
て
い
る
。
国
は
幻
年
度
予
算
で
約
3
兆
円
の
公
費
負
担
を
行
っ
て
い
る

が
、
更
な
る
拡
充
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
要
望
し

て
い
く
。

質
問
:
前
回
の
私
の
質
問
で
、
国
保
加
入
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
「
不
公
平
に
な
る
」
と
当
局
は
答
弁
し
た
が
、
子

ど
も
の
均
等
割
り
徴
収
こ
そ
、
他
の
医
療
制
度
と
比
べ
て
不
公
平
で
は
な
い

か
?

答
弁
‘
子
ど
も
の
均
等
割
り
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
2
年
4
月
よ
り
、
未
就
学

児
に
対
す
る
均
等
割
り
額
が
2
分
の

l

に
軽
減
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
引
き

続
き
全
国
市
長
会
を
通
し
て
、
軽
減
措
置
の
対
象
年
齢
の
拡
大
及
び
国
庫
負
担

の
割
合
の
拡
大
を
要
望
し
て
い
く
。

現
行
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

質
問
:
全
国
の
多
く
の
医
療
機
関
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
に
備
え
対

応
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
じ
て
い
る
の
が
現

状
だ
。
一
結
局
、
最
新
の
統
計
で
も
、
医
療
機
関
受
診
に
お
け
る
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
率
は
4
%
台
と
低
迷
レ
て
お
り
、
と
て
も
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
今

す
ぐ
廃
止
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。
介
護
鑑
設
か
ら
も
、
「
マ
イ
ナ
保

険
証
に
移
行
し
た
ら
、
施
設
で
は
対
応
で
き
な
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
。
現
行
保
険
証
の
廃
止
は
、
中
止
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
・
市
内
の
医
療
機
関
か
ら
は
、
現
行
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て
中
止

を
求
め
る
声
や
マ
イ
ナ
保
険
証
シ
ス
テ
ム
の
ト
ラ
ブ
ル
の
報
告
な
ど
は
届
い
て

い
な
い
。
2
月
四
日
現
在
、
本
市
の
医
療
機
関
の
約
8
9
%
が
シ
ス
テ
ム
導
入

を
終
九
て
お
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
は
、
す
で
に
各
医
療
機
関
に
お
い

て
浸
透
し
て
い
る
ん
」
認
識
し
て
い
る
。
な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
3
年
ロ
月
か
ら
、
暗
証
番
号
不
要
の
顔
認
証
に
よ
る
利
用
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
し
、
2
0
2
4
年
ロ
月
2
日
で
廃
止
と
な
る
被
保
険
者
証
も
、
有
効

期
限
ま
で
は
使
用
可
能
で
あ
る
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

質
問
:
世
界
や
日
本
の
大
学
教
授
や
教
育
研
究
者
な
ど
が
「
紙
と
手
書
き
が
、

脳
の
記
憶
力
と
創
造
性
を
育
む
」
「
漢
字
の
手
書
き
習
得
が
、
文
章
作
成
能
力

と
高
度
な
言
語
能
力
の
発
達
に
影
響
を
与
た
る
」
「
I
C
T

の
利
用
は
、
脳
の

働
き
と
成
長
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
」
こ
と
な
ど
を
実
証
実
験
を
も
と
に
警
告

郡山市朝日一丁目 23-7
丁目 024-924-2500

し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
教
材

の
活
用
は
、
慎
重
に
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
本
市
は
、
2
0
0
4

年
度
よ
り
指
導
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
導
入
し
て
お
り
、

わ
か
る
授
業
づ
く
り
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
教
材
と
な

っ
て
い
る
と
と
も
に
、
授
業

準
備
の
時
間
短
縮
や
紙
の
削

減
に
も
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
び
の

質
も
確
実
に
向
上
し
で
い
る
。

質
問
:
昨
年
9
月
の
私
の
質

問
で
、
現
行
1
日
5

時
間
の

学
校
司
書
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
、
「
あ
と
1
時
間
は
ほ

し
い
」
と
い
う
現
場
の
切
実
な
声
を
紹
介
し
た
が
、
市
教

委
が
行
っ
て
い
る
実
態
報
告
で
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
な

っ
た
。
-
学
期
の
時
点
で
「
勤
務
時
間
が
足
り
な
い
」
が

鉛
%
、
2
学
期
の
時
点
で
も
九
%
に
土
っ
て
い
る
こ
と
を

見
れ
ば
、
学
校
司
書
の
勤
務
時
聞
は
、
せ
め
て
あ
と
1
日

1
時
間
増
や
し
、
週
刊
叫
時
間
と
す
る
こ
と
が
、
緊
急
に
必

要
で
は
な
い
か
。

答
弁
・
今
年
2
月
の
勤
務
報
告
に
よ
れ
ば
、
「
勤
務
時
間

が
足
り
な
い
」
は
臼
%
で
あ
り
、
効
率
的
に
業
務
が
遂
行

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。
学
校
司

書
の
勤
務
時
間
は
週
お
時
間
な
の
で
、
こ
の
中
で
学
校
司

書
の
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
校
長
の
指
導
を
徹
底
し

て
い
く
。

u
v
E
号

よ
欄
間

だ
伽
伽

会
酎
れ

議
開
山

市

... 令和 5年度補正予算議案先議本会議で
介護保険料の引き上げLついての岡田議員の反対討論内容
市民生活l立、空前の物価高騰の中で収入が減り続けており、生活が苦じくなっ
ています。そこに、市民負担となる提案は行うべきではありません。今回、保険
料引き上げが行われるのは、高所得高齢者だけでなく、全高齢者が該当します。
前年所得金額80万円以下の加入者{所得段階第 1 )で、あっても、前期と比較して
年間7.4%0 1480円の引き上げ。保険料の基準額となる第5 (前年所得80万円超)
段階では、年間13.1% 、 8 ， 730円、同様に第 7段階(前年所得120万円以上)で11 ，
340円、第 8段階(同210万円以上)で13， 090円の引き上げとなります。第 1 号被
保険者 (65歳以上)の保険料は、介護保険制度創設の2000年、 2 ， 911 円だったもの
が2023年に6， 014円と 2倍以上にな:うており、すでに限界を迎えている中での今回
の引き上げであり、生活破壊につながるといっても過言ではありません。高齢化
の進行と要介護者が増加する中で、介護給付費は増え続けており、これを補うに
は加入者と地方自治体の負担能力はすでに限界に達していますロ介護保険制度を
今後も安定的に運営していくだめには、現行25%の国の負担割合を大きくしてい

l くことが、どうしても必要です。市当局が、この観点に立って、国に負担増を強

く働きかえることを求めます。

ヨ 3 ¥ r叫W壬



寸

質
問
既
に
福
島
県
内
の
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
実
現
さ
れ
て
お
り
、

郡
山
市
で
も
早
期
に
現
物
給
付
を
実
現
し
、I重
度
心
身
障
害
者
が
自
立

で
き
る
包
摂
的
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
行
政
の
務
め
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
現
物
給
付
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
国
庫
負
担
金
等
の
減
額
措
置

の
廃
止
に
つ
い
て
全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
国
に
要
望
す
る
と
と
も

に
、
福
島
県
に
対
し
て
も
減
額
措
置
に
対
す
る
財
政
支
援
を
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

」
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
お
け
る

こ
現
物
給
付
の
実
現
に
つ
い
て

逮
誼
原
市
識
が
行
っ
た
一
一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す

縁
ゲ
丘
地
区
の
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

緑
ケ
丘
地
区
は
現
在
の
人
口
が
6

、

7
7
7

人
と
な
っ
て
お
り
、
震
災
当

時
の
人
口
8
、

0
4
9

人
か
ら
1
、

2
7
3

人
、
日

8
%
減
少
し
て
い
ま

す
。
緑
ケ
正
に
住
む
子
ど
も
遠
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
叩
四
歳
は

M山
人
で
あ
る

の
に
対
し
て
O

歳
は
凶
人
で
す
。
ま
た
、
緑
ケ
正
の
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
住

み
始
め
て
初
年
以
上
経
ち
、
今
後
一
、
高
齢
化
率
は
急
激
に
高
ま
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
変
化
に
合
わ
せ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

質
問
ぃ
緑
ケ
丘
地
区
か
ら
路
線
パ
ス
で
市
役
所
や
文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
集
積

ゾ
|
ン
へ
行
き
来
す
る
際
は
、
郡
山
駅
で
乗
り
換
え
る
こ
と
な
く
行
き
来
で

き
る
よ
う
、
折
り
返
し
地
点
を
市
役
所
付
近
と
す
る
案
に
つ
い
て
売
解
を
伺

い
ま
す
。

答
弁
:
文
化
ス
ポ
ー
ツ
集
積
ゾ
!
ン
へ
の
路
線
パ
ス
の
延
長
は
交
通
事
業
者

で
あ
る
「
福
島
交
通
株
式
会
社
」
に
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
路
線
パ
ス
全

体
の
再
編
成
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
変
化
に
応
じ
た
見
直
し
な
ど
、
を
、

引
き
続
き
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
叶

質
問
・
昨
年
ロ
月
に
改
正
施
行
さ
れ
た
空
家
特
指
法
の
法
改
正
の
趣
旨
や
改

正
肉
容
な
ど
市
民
に
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
見
解
を
伺
い
ま
す

o

h
F
A
-
-空家
特
措
法
の
趣
旨
や
改
正
内
容
に
関
す
る
空
き
家
等
の
所
有
者
な

a
・
司
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
市
ウ
・
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更
新
や
、
空
家
の
適
正
管

理
や
空
家
パ
ン
ク
の
利
活
用
を
促
す
チ
ラ
シ
を
送
付
す
る
な
ど
し
て
努
め
て

い
ま
す
。

質
問
:
空
き
家
の
利
活
用
を
図
る
新
た
な
取
り
組
み
で
、
緑
ケ
丘
地
区
を
モ

デ
ル
地
域
と
す
る
案
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
:
冷
回
の
法
改
正
を
受
け
、
郡
山
市
自
治
会
連
合
会
会
長
を
構
成
員
に

含
む
「
郡
山
市
空
家
等
対
策
審
議
会
」
に
て
5

年
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る

令
和
7

年
度
に
、
計
画
の
改
定
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
空
き
家
の
利

活
用
を
図
る
等
の
新
し
い
取
り
組
み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
:
緑
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
!
ア
ル
は
、
長
寿
命
化
等
と

合
わ
せ
て
、
複
合
化
や
多
機
能
化
等
を
検
討
す
る
際
に
、
地
域
住
民
の
声
を

反
映
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
:
来
年
度
は
公
民
館
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
と
懇
談

会
を
(
緑
ケ
丘
弛
区
も
含
め
)
各
地
域
で

m
回
程
度
開
催
し
、
御
意
見
を
伺

い
な
が
ら
将
来
を
見
据
え
た
公
民
館
等
施
設
全
体
の
整
備
基
準
を
策
定
す
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。

二了

J 
中
田
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
出
入
り
口
の
交
通

安
全
確
保
に
つ
い
て

質
問
:
中
国
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
近
年
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
で
高
齢

者
の
利
用
も
多
い
が
、
中
国
ス
ポ
ー
ツ
広
場
か
ら
県
道
小
野
郡
山
線
へ
の

出
入
口
が
危
険
で
あ
る
た
め
、
出
入
口
の
付
け
替
え
等
に
よ
る
安
全
確
保

に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
:
出
入
口
の
付
け
替
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
該
施
設
の
駐
車
場
主

県
道
直
線
箇
所
と
の
高
低
差
は
約
5

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
新
た
な
接
続
道
路

は
地
形
的
に
も
急
勾
配
に
な
り
、
安
全
確
保
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

9

月
に
品
川
市
長
が
田
村
市
長
や
三
春
町
長
、
小
野
町
長
と
と
も
に
、
県

中
建
設
事
務
所
長
に
県
道
の
整
備
改
良
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
、
こ
の

中
で
県
道
小
野
郡
山
線
の
急
カl
ブ
の
解
消
・
な
ど
に
つ
い
て
早
急
な
対
策

を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

大
学
。
専
門
学
校
生
へ
の
給
付
型
奨
学
金
の

創
設
に
つ
い
て

質
問
-
学
ぶ
こ
と
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
で
す
。
高
額
な
大
学
や
専
門

学
校
の
学
費
は
そ
の
権
利
を
阻
害
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
学
費
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。
郡
山
市
に
は
高
校

生
を
対
象
に
月
1

万
円
を
給
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
給
付
期
間
を
延

長
し
て
大
学
生
τ
専
門
学
校
生
ま
で
を
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答
弁
:
日
本
学
生
支
援
機
構
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
様
々
な
奨
学
金
制
度
を

市
の
ウ
エ
プ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
、
生
徒
や
保
護
者
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
的
な
理
由
で
進
学
す
る
こ
と
を
断
念
し
て
し
ま
う
こ

と
の
な
い
よ
う
、
生
徒
や
保
護
者
へ
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

0請願第 6号「パレスチナ・ガザでの大虐殺を止めるために日本

政府が役割を果たすこと等を求める意見書提出の請願 o請願

第7 号「パレスチナ・ガザ地区における即時停戦、及びそれぞれ

の人質の即時解放等による平和的解決を求める意見書の提出につ

いての請願J について

日本国憲法第 9 条は「武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を

解決する手段としては、永久にこれを放棄する」としでいます.それだ

けにわが国は、問題の平和的、外交的解決のためにカを尽くすべきで

す。去る 12月 12 日の国連総会では、イスラエノレが軍事侵攻を続けるパレ

スチナ・ガザ地区に関する緊急特別会合を開き、 「即時の人道的停戦」

を求める決議を日本を含む加盟国の約 8愈lにあたる 153 カ国の賛成多

数で採択しました固郡山市議会としても、即時停戦を求める意見書を提

出すベ〈、請願の採択を求めます。

0請願第 5 号「重度心身障害者医療費助成における現物給付の実

施を求める請願J について

郡山市の重度心身障害者医療費助成制度の受給者は約6500入、医療保

険者の内訳は社会保険22%、国民健康保険20%、後期高齢者医療保険は

56%となっています。受給者の約半数が高齢者というのが現実です。ま

た、請願にもあるように両親の高齢化等により、申請が困難になってい

ることもあり、現物支給の要望は一層切実なものになっていますロすで

に実現している福島市ゃいわき市に倣って、早期に実施すべきと考えま

すので、請願の採択を求めます。

請願弟9号「徳島県最低賃金引き上げと早期発効を求める意見書

提出誇顕」の趣旨ついて

・可能な限り速やかに最低賃金を時給1000円に到達させること.

・労務費の適切な転嫁のために価格交渉に関する指針J の周知徹底と環

境整備

・労働力確保や人口流出抑制等にも取り組むこと。

以上を請願事項として固に対して意見書を提出すること。

0請願第日号「現行の健康保険証の廃止期限延長を求める譜願J

の趣旨について

国は健康保険証に替わる資格破総書を、各医療保険者が最長5年間の

期間で発行するという考えを示しています。更新手続きが必要となるこ

とから、高齢者等が手続きできずに無保険状態なることも危慎されま

すe 資格確認書が国全体で 5 千万枚ほど発行される手間と経費もかかり

ます。昨年の世論調査では 7割以上が廃止撤回、延長を求めていますの

で、現行の健康保険涯の廃止期間延長を求める請願の採択を求めます.

共産党を含め賛成多数で鐸択された請願

した 4 つの請願



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

6 会議

費
一
費一成

報
一
作

分
一
一
料

広
一
一
資

※該当する区分にO印

4 広聴費

8 資料購入計測(折込料含む)

費目名

1 調査研究費

5 要請・陳情活動費

10 事務所費 111 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

支出目的

〔支出事由)
会派「市議会だより」を新聞朝刊に折り込む費用の支払い

会派「市議会だより J 37， 500 枚の折り込み費用

内容

支出年月日 支出先 額
一
円

金
一
ω

一
円
ぺ

U

E

, 

山
山
一
回

『
噌

a
i

支
一

2024 年 3 月 28 日|有限会社郡山共同印刷

議員氏名 遠藤

上記のとおり支出しますα

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付でぎない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



別記第11号様式

領収書等整理票

i領収書及び料金内包坦組重警監位掴 一一一竺1一一一

請求書
品

自本共量産覧書臥U市纏固御両者

• 
市議会だより 3月議会

新聞折込代 3月31日朝刊

5.80 

3.70 

42 ，500 枚

37，500 枚

246,500 
138,750 

小計 385/250 

税 (109M 38,525 

合計金額(円) ￥423.775 

その他の情報

有限会社郡山共同印刷
024・9ヨ2・6958

支払いの詳細
受取人名:有限会社郡山共同印刷
銀行名:制大東樹予 ホ店営業部

銀行・支店コード: 0514/030 

口庫番号:普通 1311317

会社名

電話

携帯

穂子メ{ル 円
M
E

a-J 
va 
。
‘

¥ • 
を貢

登録番号: T3380002009376 . 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

~・

、 ι



'e 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 皿× 381 m皿×

2 対象外面積

① 18mmX 25mm= 

② m皿× mm= 

③ mmX mm= 

④ mmX mm= 

⑤ m皿× mm= 

計

3 按分割合

2 面 206， 502

450 m~ 

ma 

m長

Imfi 

Imfi 

450 Imfi 0 0 0 � 

立 -;- X 100 対象外按分率 0.21 % 

4 対象経費算出

2 

mm ・・・ 1

支出額 152， 625 円 ﾗ 対象外按分率 0.21 % 321 円 Olll

( 1 円以下切り上げ)

支出額 152， 625 円一出=対象経費 152 ， 304 円



3

月
議
会

報
告市民生活をとわず国の悪政佐許せない

一1
1

引
月
定
例
会
最
終
日
の

3
月
同
日
、
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
市
長
が
提
案
し
副
引
ぐ
て
の
議
案

J

一
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

J

市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
1
件
が
採
択
さ
れ
、
他
の

4

一

石
の
請
願
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
定
。
今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
岡
田
市
議
の
代
表
質
問
、
一

I

Z
混
藤
市
議
の
一
般
質
問
と
、
4
日
の
令
和
5

年
度
補
正
予
算
議
案
先
議
の
際
の
岡
田
市
議
の
反
一

一
対
討
論
、
自
薯
終
日
の
遠
蕗
市
議
の
討
論
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。
一

f
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
・i
i
i
l
l
i
t
-
-
-
i
l
i
-
-
'
t
i
t
i
l
-
-

」

岡
田
市
議
が
行
っ
た
代
表
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す

国
保
税
の
負
担
に
つ
い
て

質
問
:
2
0
1
4
年
全
国
知
事
会
は
、
国
保
の
保
険
.

料
負
担
が
重
い
の
は
「
国
保
の
構
造
問
題
」
だ
と
し

て
、
公
費
の
γ
兆
円
投
入
で
高
す
号
る
国
保
料
を
協
一

会
け
ん
ぽ
並
み
に
引
き
下
げ
る
よ
う
国
に
要
望
し
た
。

ム
ス
凶
年
前
と
比
較
し
て
も
、
加
入
者
の
生
活
困
難
は

強
ま
っ
て
お
り
、
保
険
料
め
引
き
上
げ
な
ど
加
入
者
本
人
の
努
力
だ
け
で
は
、

い
か
ん
と
も
し
が
た

h
限
界
に
き
て
い
る
。
国
庫
負
担
を
1
兆
円
増
や
オ
と
と

も
に
、
加
入
者
の
負
担
を
減
ら
す
国
保
の
構
造
改
革
が
今
す
ぐ
必
要
で
は
な
い

.
力答

弁
:
本
市
で
は
、
加
入
者
の
中
で
前
期
高
齢
者
の
割
合
が
必
邑
T
%
、
約
6

蜘
聞
が
税
め
軽
減
対
象
で
あ
り
、
一
入
当
た
り
の
医
療
費
も
協
会
け
ん
ぼ
の
2
借

を
超
え
て
い
る
。
国
は
幻
年
度
予
算
で
約
g

兆
円
の
公
費
負
担
を
行
っ
て
い
る

が
、
更
な
る
拡
充
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
要
望
し

て
い
く
。

質
問
:
前
回
の
私
の
質
問
で
、
国
保
加
入
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
「
不
公
平
に
な
る
」
と
当
局
は
答
弁
し
た
が
、
子

ど
も
の
均
等
割
り
徴
収
こ
そ
、
他
の
医
療
制
度
と
比
べ
て
不
公
平
で
は
な
い

か
?

答
弁
:
子
ど
も
の
均
等
割
り
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
2
年
4
月
よ
り
、
未
就
学

児
に
・
対
す
る
均
等
割
り
額
が
2
分
の
1
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
引
き

続
き
全
国
市
長
会
を
遇
し
て
、
軽
減
措
置
の
対
象
年
齢
の
拡
大
及
び
国
庫
負
担

の
割
合
の
拡
大
を
要
望
し
て
い
く
。

現
行
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

質
問
:
全
国
の
多
く
の
医
療
機
関
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
(
の
移
行
に
備
え
対

応
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
じ
て
い
る
の
が
現

状
だ
了
結
局
、
最
新
の
統
計
で
も
、
医
療
機
関
受
診
に
お
け
る
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
率
ほ
4
%
台
と
低
迷
し
て
お
り
、
と
て
も
、
現
行
の
健
康
保
険
径
を
今


す
ぐ
廃
止
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。
介
護
施
設
か
ら
も
、
「
マ
イ
ナ
保

険
証
に
移
行
し
た
ら
、
施
設
で
は
対
応
で
き
な
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
。
現
行
保
険
証
の
廃
止
は
、
中
止
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
市
内
の
医
療
機
関
か
ら
は
、
現
行
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て
中
止

を
求
め
る
声
や
マ
イ
ナ
保
険
証
シ
ス
テ
ム
の
ト
ラ
ブ
ル
の
報
告
な
ど
は
届
い
て

い
な
い
。
2
月
四
日
現
在
、
本
市
の
医
療
機
関
の
約
8
9
%
が
シ
ス
テ
ム
導
入

を
終
九
て
お
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
は
、
す
で
に
各
医
療
機
関
に
お
い

て
浸
透
し
て
い
る
ん
」
認
識
し
て
い
る
。
な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
3
年
ロ
月
か
ら
、
暗
証
番
号
不
要
の
顔
認
証
に
よ
る
利
用
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
し
、
2
0
2
4
年
ロ
月
2
日
で
廃
止
と
な
る
被
保
険
者
証
も
、
有
効

期
限
ま
で
は
使
用
可
能
で
あ
る
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

質
問
:
世
界
や
日
本
の
大
学
教
授
や
教
育
研
究
者
な
ど
が
「
紙
、
ど
手
書
き
が
、

脳
の
記
憶
力
と
創
造
性
を
育
む
」
「
漢
字
の
手
書
き
習
得
が
、
文
章
作
成
能
力

と
高
度
な
言
語
能
力
の
発
達
に
影
響
を
与
え
る
」
「
I
C
T

の
利
用
は
、
脳
の

働
き
と
成
長
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
」
こ
と
な
ど
を
実
証
実
験
を
も
と
に
警
告

ユ~\
'r"--・

め
の
一
一

し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
教
材
、

の
活
用
は
、
慎
重
に
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
:
本
市
は
、
2
0
0
4

年
度
よ
り
指
導
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
導
入
し
て
お
り
、

わ
か
る
授
業
づ
く
り
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
教
材
と
な

っ
て
い
る
と
と
も
に
、
授
業

準
備
の
時
間
短
縮
手
紙
の
削
一

減
に
も
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
一

ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
び
の
一

質
も
確
実
に
向
上
し
て
い
る
。
一

質
問
:
昨
年
9
月
の
私
の
質
一

間
で
、
現
行
1
日
5

時
間
の
-

学
校
司
書
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
、
「
あ
・
ど
1
時
間
は
ほ

し
い
」
と
い
う
現
場
の
切
実
な
声
を
紹
介
し
た
が
、
市
教

委
が
行
っ
て
い
る
実
態
報
告
で
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
な

っ
た
。
-
学
期
の
時
点
で
「
勤
務
時
聞
が
足
り
な
い
」
が

部
%
、
2
学
期
の
時
点
で
も
刊
%
に
上
っ
て
い
る
こ
と
を

見
れ
ば
、
学
校
司
書
の
勤
務
時
聞
は
、
せ
め
て
あ
と
1
日

1
時
間
増
や
し
、
週
初
時
間
と
す
る
こ
と
が
、
緊
急
に
必

要
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
今
年
2
月
の
勤
務
報
告
に
よ
れ
ば
、
「
勤
務
時
聞

が
足
り
な
い
」
は
防
%
で
あ
り
、
効
率
的
に
業
務
が
遂
行

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。
学
校
司

書
の
勤
務
時
間
は
週
お
時
間
な
の
で
、
こ
の
中
で
学
校
司

書
の
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
校
長
の
指
導
を
徹
底
し

て
い
く
。

H
V
目
号

よ
欄
間

だ
蜘
批

会
戯
れ

議
即
日

市

郡山市朝日一丁目 23-7
TEI 024-924-2500 

介護保険料の引き上げについて諸諸鷲鼠韓議都会舗で
市民生活は、空前の物価高騰の中で収入が減り続けており、生活が普じく、なっ

ています。そこに、市民負担となる提案は行うべきではありません。今回、保険
料引き上げが行われるのは、高所得高齢者だけでなく、全高齢者が該当します。
前年所得金額80万円以下の加入者{所得段階第 1 )であっても、前期と比較して
年間7.4%0 1480円の引き土げ。保険料の基準額となる第5 (前年所得80万円超)
段階では、年間13.1% 、 8， 730円、同様に第 7段階(前年所得120万円以上)で11 ，

340円、第 8稜階(閉210万円以上)でi3， 090円の引き上げとなります。第 1 号被
保険者 (65歳以上)の保険料は、介護保険制度:6!憾の2000年、 2， 911円だったもの
が2023年に6， 014円と 2倍以上にな:うており、すでに限界を迎えている中での今回

の引き上げであり、生活破壊につながるといっても過言ではありませんa 高齢化
の進行と要介護者が糟加する中で、ー介護給付費は増え続けており、これを補うに

は加入者と地方自治体の負担能力はすでに限界に達しています。今介護保険制度を

今後も安定的に運営していくためには、現行25%の国の負担割合を大きくしてい

くことが、どうしても必要です。市当局が、この観点に立って、国に負担増を強

く働きかえることを求めます。

、

, 381tM._ 

~ 



(2) 

遠
藤
市
議
が
行
っ
た
一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す

緑
ク
丘
地
区
の
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

0請願第 5号「重度心身障害者医療費助成における現物給付の実

施を求める績願J についてー

郡山市の重度心身障害者医療費助成制度の受給者は約6600入、医療保

険者の内訳は社会保険22%、国民健康保険20%、後期高齢者医療保険は

560/0となっていますe 受給者の約半数が高齢者とい.うのが現実です。ま

た、諦願にもあるように両親の高齢化等により、申鯖が困難になってい

るこどもあり、現物支給の要望I-:l:一層切実なものになっています.すで

に実現している福島市ゃいわき市に倣って、早期1::実施すべきと考えま

すので、積額の採択を求めますa

」
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
お
け
る

二
現
物
給
付
の
実
現
に
つ
い
て

7
 

質
問
:
既
に
福
島
県
内
の
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
実
現
さ
れ
て
お
り
‘

郡
山
市
で
も
早
期
に
現
物
給
付
を
実
現
し
、
重
度
心
身
障
害
者
が
自
立

で
き
る
包
摂
的
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
行
政
の
務
め
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
:
現
物
給
付
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
国
庫
負
担
金
等
の
減
額
措
置

の
廃
止
に
つ
い
て
全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
国
に
要
望
す
る
と
と
も

に
、
福
島
県
に
対
じ
て
も
減
額
措
置
に
対
す
る
財
政
支
援
を
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

1
4
中
国
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
出
入
り
口
の
交
通

一
安
全
確
保
じ
つ
い
て

質
問
:
中
田
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
近
年
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
で
禽
齢

者
の
利
用
も
多
い
が
、
中
国
ス
ポ
ー
ツ
広
場
か
ら
県
道
小
野
郡
山
線
へ
の

出
入
口
が
危
険
で
あ
る
た
め
、
出
入
口
の
付
け
替
え
等
に
よ
る
安
全
確
保

に
努
め
る
ベ
き
で
は
な
い
か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
品
計
:
出
入
口
の
付
け
替
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
該
悠
設
の
駐
車
場
主

県
道
直
線
箇
所
と
の
高
低
差
は
約
5
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
新
た
な
接
続
道
路

は
地
形
的
広
も
急
勾
配
に
な
り
、
安
全
確
保
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

9

月
に
品
川
市
長
が
田
村
市
長
や
三
春
町
長
、
小
野
町
長
と
と
も
に
、
県

中
建
設
事
務
所
長
に
県
道
の
整
備
改
良
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
、
こ
の

中
で
県
道
小
野
郡
山
線
の
急
カl
プ
の
解
消
・
な
ど
'
に
つ
い
て
早
急
な
対
策

を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

大
学
・
専
門
学
校
生
へ
の
給
付
型
奨
学
金
の

創
設
に
つ
い
て

~ 

質
問
:
学
ぶ
こ
と
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
で
す
。
高
額
な
大
学
や
専
門

学
校
の
学
費
は
そ
の
権
利
を
阻
害
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
学
費
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。
郡
山
市
に
は
高
校

生
を
対
象
に
月
1

万
円
を
給
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
給
付
期
間
を
延

長
し
て
大
学
生
、
専
門
学
校
生
ま
で
を
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
‘
見
解

を
伺
い
ま
一
す
。

答
弁
:
日
本
学
生
支
援
機
構
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
様
々
な
奨
学
金
制
度
を

市
の
ウ
ェ
プ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
、
生
徒
や
保
護
者
が
関
覧
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
的
な
理
由
で
進
学
す
る
こ
と
を
断
念
し
て
し
ま
う
こ


と
の
念
い
よ
う
、
生
徒
や
保
護
者
へ
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

0請願第6号「パレスチナ・ガザでの大慮殺をJf.めるために日本.

政府が役割を果たすこと等を求める意見書提出の請願 o請願

第 7号「パレスチナ・ガザ地区における即時停戦、7k.，びそれぞれ

の人質の即時解放等による平和的解決を求める意見書の提出につ

いての請願J について

日本国憲法第 9 条は「武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を

解決する手段としては、永久にこれを放棄する』としていますーそれだ

けにわが国は、問題の平和的、外交的解決のためにカを尽〈すべきで

す.去る12月 12 自の国連総会では、イ.ÃラエJレが軍事侵攻を続けるパレ

スチナ・ガザ地区に関する緊急特別会合を聞き、 『即時の人道的停戦J

を求める決滋を日本を含む加盟国の約日割にあたる 153 カ国の賛成多

数で採択しました.郡山市議会としても、即時停戦を求める意見書を提

出すべく、鵠願の採択を求めます.

. , 

, 

0請願第 B号「現行の健康保険証の廃止期限延長を求める請願』

の趣旨について

国は健康保険症に替わる資格確認書を、各医療保険者が最長5年間の

期間で発行するという考えを示しています.更新手続きが必婆となる.こ

とから、高齢者等が手続きできずに無保険状態なることも危t具されま

す.資格確認書が圏全体で 5千万枚ほど努行される手間と経費もかかり

ます.昨年の世倫調査では 7 jJJJ以上が廃止徹回、延長を求めていますの

で、現行の健康保険置Eの廃止期間延長を求める官官願の採択を求めます.

共産党を含め賛成多数で採択された請願

'請願弟9号『福島県最低賃金引きょlずと早期発効を求める意見書

提出請願」の趣旨ついて

・可能な限り速やかに最低賃金を時給m∞円に到達させること.

-労務費の適切な転嫁のために価格交渉に関する指針J の周知徹底と環

境盤備'、

・労働力確保や人ロ涜出抑制等にも取り組むこと.

以上を請願事項として国民対して意見書を提出すること.

, 

緑
ケ
丘
地
区
は
現
在
の
人
口
が6

、

7
7
7

人
と
な
っ
て
お
り
、
震
災
当

時
の
人
口
B
、

0
4
9

人
か
ら
l
、

2
7
3

入
、
日
・
8
%
減
少
し
て
い
ま

す
。
緑
ケ
丘
に
住
む
子
ど
も
違
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
四
歳
は
何
人
で
あ
る

の
に
対
し
て
O

歳
は
凶
人
で
す
。
ま
た
、
緑
ケ
丘
の
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
住

み
始
め
て
初
年
以
上
経
ち
、
今
後
、
高
齢
化
率
は
急
激
に
高
ま
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
変
化
に
合
わ
せ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

質
問
ぃ
緑
ケ
丘
地
区
か
ら
路
線
パ
ス
で
市
役
所
や
文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
集
積

ゾ
l

ン
へ
行
き
来
す
る
際
は
、
郡
山
駅
で
乗
り
換
え
る
こ
と
な
く
行
き
来
で

き
る
よ
う
、
折
り
返
し
地
点
を
市
役
所
付
近
と
す
る
案
に
つ
い
て
-
屍
解
を
伺

い
ま
す
。

答
弁
:
文
化
ス
ポ
ー
ツ
集
積
ゾ
l

ン
へ
の
路
線
パ
ス
の
延
長
は
交
通
事
業
者

で
あ
る
「
福
島
交
通
株
式
会
社
」
に
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
路
線
パ
ス
全

体
の
再
編
成
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
変
化
に
応
じ
た
見
直
し
な
ど
を
、

一
引
き
続
き
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
刊

質
問
・
昨
年
ロ
月
に
改
正
施
行
さ
れ
た
空
家
特
措
法
の
法
改
正
の
趣
旨
や
改

正
内
容
な
ど
市
民
に
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

-
眠
:
空
家
特
措
法
の
趣
旨
や
改
正
内
容
に
関
す
る
空
き
家
等
の
所
有
者
な

a
苅
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
市
ク
土
プ
サ
イ
ト
の
更
新
や
、
空
家
の
適
正
管

理
や
空
家
パ
ン
ク
の
利
活
用
を
促
す
チ
ラ
シ
を
送
付
す
る
な
ど
し
て
努
め
て

い
ま
す
。

質
問
:
空
き
家
の
利
活
用
を
図
る
新
た
な
取
り
組
み
で
、
緑
ケ
丘
地
区
を
モ

デ
ル
地
域
と
す
る
案
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
品
ダ
ハ
.
p今
回
の
法
改
正
を
受
け
、
郡
山
市
自
治
会
連
合
会
会
長
を
構
成
員
に

含
む
「
郡
山
市
空
家
等
対
策
審
議
会
」
に
て
5

年
軒
薗
の
最
終
年
度
で
あ
る

令
和
7

年
度
に
、
計
画
の
改
定
を
進
め
る
こ
と
と
じ
て
お
り
、
空
き
家
の
利

活
用
を
図
る
等
の
新
し
い
取
り
組
み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
:
緑
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
り
-
一
ユ
|
ア
ル
は
、
長
寿
命
化
等
と

合
わ
せ
て
、
複
合
化
や
多
機
能
化
等
を
検
討
す
る
際
に
、
地
域
住
民
の
声
を

反
映
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
:
来
年
度
は
公
民
館
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
と
縁
談

会
を
(
緑
ケ
丘
袖
区
も
含
め
)
各
地
域
で
路
間
程
度
開
催
し
、
御
意
見
を
伺

い
な
が
ら
将
来
を
見
据
え
た
公
民
館
等
施
設
全
体
の
整
備
基
準
を
策
定
す
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。


